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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！
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ものを大切に　人を大切に
　市、市衛生自治会及び買い物からごみ減らし円卓会
議は、ごみの減量化及び地球温暖化防止などのため、
10 月 1 日から市内一斉のレジ袋の有料化を呼び掛け
ています。
　便利だけどすぐにごみになってしまうレジ袋。ごみ
を家に持ち込まない、必要なものは買うといった生活
スタイルの見直しが今必要です。気に入ったマイバッ
グを持って行き、お買い物を楽しみましょう。
　市民及び事業者の皆様方のご理解とご協力をお願い
します。

薬の受取り、マイバッグで

　松山町泰野の本町調剤薬局では、今年 7月から薬を買いに来られ
た方にマイバッグを配布しています。すでに 600 枚を配布済。9割近
くの方が再度使っているとのことです。
　日頃から薬渡しにレジ袋に入れて渡すのが「無駄だなあ、ごみになる
だけだなあ」と思っていたときに、テレビでマイバッグ運動の特集を見
て思い立ったとのことでした。
　「他のお店でも使えるよう
に、店の名前が目立たないよ
うに小さく入れました。保険
証などを入れるポケットもあ
ります。喜ばれていますよ」と、
代表者の淵合昌昭さんは話さ
れました。

お客様にも喜ばれているというマイバッグ

マイバッグで

お家に帰ろ！
う　ち

買い物４カ条！

10 月 1 日から志布志市内全域で
レジ袋有料化
始まります！

地球温暖化防止のためですのでご理解と

ご協力をお願いします。

Ⅰ折りたたんだまま ⅣレシートはバッグⅢ清算の時に使うⅡお店のかごを使う

マ イ バ ッ グ は 折 り

た た ん だ ま ま お 買

い物をしましょう。

商 品 を そ の ま ま 入

れてはいけません！

レ シ ー ト は、 マ イ

バ ッ グ に 入 れ ま

し ょ う。 買 い 物 か

ご は 元 の 場 所 へ 返

しましょう！

マ イ バ ッ グ は レ ジ

袋 の 代 わ り。 レ ジ

で 精 算 時 に お 店 の

人 に 渡 し ま し ょ

う！

お 買 い 物 は お 店 の

備 え 付 け の か ご を

使 い ま し ょ う。 マ

イ バ ッ グ は か ご の

下に置きましょう！

×
マイバッグに直接商品を入れてはい
けません！
お店に備え付けの買い物かごを使っ
て買い物をしましょう！
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い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
各
種
雇
用
主
さ
ん
か
ら
も
従
業

員
の
皆
様
へ
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
」
を
呼

び
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
ら
助
か
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
等
で
弁
当
を
買
う
方
も
協
力

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
一
人
ひ
と

り
の
取
組
で
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

も
の
を
大
切
に
、
人
を
大
切
に

　

た
だ
で
も
ら
う
レ
ジ
袋
、
確
か
に
便
利

で
す
。

　

し
か
し
、
す
ぐ
に
ご
み
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
心
な
い
人
に
よ
っ
て
ポ
イ
捨
て

に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
も
使
い
捨
て
さ
れ
た
く
な
い
で

す
よ
ね
。

　

大
切
に
さ
れ
た
い
で
す
よ
ね
。
何
で
も

同
じ
で
す
。
も
の
も
人
も
。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

こ
れ
ま
で
、
約
６
０
０
０
人
の
市
民
の

方
に
説
明
会
や
チ
ラ
シ
配
布
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
さ
ら
に
、
各
小

売
店
主
及
び
消
費
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
内
一
斉
に
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

消
費
者
が
「
レ
ジ
袋
は
便
利
だ
け
ど
結

局
は
ご
み
に
な
る
だ
け
。
ポ
イ
捨
て
に
も

利
用
さ
れ
る
し
、
や
っ
ぱ
り
マ
イ
バ
ッ
グ

は
必
要
ね
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た

捨てられたごみたちの「叫び⑤」
写真・文　環境省環境カウンセラー
　　　　　志布志市環境アドバイザー
　　　　　窪健一氏

タイトル
　「嘆き」

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

町を歩くとタバコの吸い殻が目
につきます。

　歩きや車の中から道路に捨てたも
の。雨に流されマンホールの口に詰
まっている。よく見ると昔、我が家
で使っていたラジオそっくり、声が
出なくなったのです。
　ごみの写真と人物の写真を撮るこ
ととの違いがあります。感情表現の
苦手な人が増えているといわれる世
の中で、実は社会から見放されてい
るごみの方が表情が豊かなのではな
いかと感じます。
　そこもまたおもしろいところ。相
手が動かない被写体だけに、こちら
から近づいていかないといけない。
ごみたちを撮っているのではなく、
撮らせてもらっているという感謝の
気持ちが必要です。
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な
ぜ
、
レ
ジ
袋
有
料
化
な
の
？

　

い
よ
い
よ
10
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
有
料

化
が
始
ま
り
ま
す
。

　

昔
は
、
買
い
物
か
ご
を
持
っ
て
買
い
物

を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
し
た
が
、
昭

和
50
年
代
か
ら
現
在
の
よ
う
な
レ
ジ
袋
の

無
料
配
布
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
買
い
物
客
の
利
便
性
の
向
上

と
精
算
済
み
の
商
品
を
見
分
け
る
と
い
う

防
犯
上
の
理
由
に
よ
り
普
及
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
次
の
理
由
に
よ
り
国
内
の
各

地
で
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
行
わ
れ
始
め
て

い
ま
す
。

①
ご
み
減
量
化
・
地
球
温
暖
化
防
止

②
生
活
様
式
の
見
直
し

③
不
法
投
棄
の
抑
制

④
野
生
動
植
物
の
保
護

⑤
先
進
的
な
取
組
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果

⑥
も
の
を
大
切
に
人
を
大
切
に
す
る
心
の

　

育
成

　

海
外
に
目
を
向
け
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
か
ら
、

２
０
０
０
年
代
前
半
に
は
大
部
分
の
国
で

有
料
化
が
始
ま
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
各
国

で
も
、
韓
国
と
台
湾
は
有
料
化
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
国
で
は
２
０
０
８
年
よ
り

有
料
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
各
国
と
も
レ
ジ
袋
の
消
費
が
50
㌫
以
下

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
で
の
レ
ジ
袋
の
消
費
は
環

境
省
に
よ
る
と
、
国
民
一
人
あ
た
り
1
年

間
に
３
０
０
枚
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
志

布
志
市
の
人
口
で
計
算
す
る
と
年
間
に

１
０
５
０
万
枚
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
年
間
使
用
重
量
（
1
枚
8
㌘

と
す
る
と
）
１
０
５
０
万
枚
×
8
㌘
＝
84

㌧
の
重
量
に
な
る
の
で
す
。

　

上
記
の
表
は
、
以
前
「
蓬
の
郷
」
で
行

わ
れ
た
レ
ジ
袋
の
有
料
実
験
の
結
果
で

す
。
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
有
料
化
に

な
れ
ば
、
極
端
に
レ
ジ
袋
の
配
布
枚
数
が

削
減
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
辞
退
率
が
９
割

を
超
え
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
利
用
し
た

方
に
は
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な
ど
の

様
々
な
取
り
組
み
を
市
内
の
各
店
舗
で
も

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
そ
の
効

果
が
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

買
い
物
か
ら
ご
み
減
ら
し
を
！

　

平
成
19
年
度
か
ら
「
買
い
物
と
い
う
行

動
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い

か
」
に
つ
い
て
「
買
い
物
か
ら
ご
み
減
ら

し
円
卓
会
議
」
で
も
検
討
し
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
そ
の
結
果
は
「
買
い
物
の
際
、

精
算
後
利
用
さ
れ
て
い
る
レ
ジ
袋
に
つ
い

て
、
今
ま
で
の
よ
う
に
無
料
で
配
布
す
る

の
で
は
な
く
必
要
な
方
に
は
買
っ
て
も
ら

う
（
レ
ジ
袋
有
料
化
）
こ
と
が
一
番
効
果

が
あ
る
」
で
し
た
。

　

こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
市
民
へ
の

環
境
学
習
会
の
開
催
、
懸
垂
幕
や
の
ぼ
り

旗
の
設
置
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
み
、
啓

発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

8
月
31
日
、
サ
ン
キ
ュ
ー
、
ニ
シ
ム
タ
、

タ
イ
ヨ
ー
、
ア
ピ
ア
、
Ａ
コ
ー
プ
あ
お
ぞ

ら
、
四
季
彩
館
ほ
り
ぐ
ち
の
店
頭
で
チ
ラ

シ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

窪健一氏

市内の店舗等でマイバッグの利用を訴えました

小売店主説明会の様子

田之浦ふれあい交流館で行われた説明会の様子

■ひまわりの種について
　ひまわりの種を収穫された方は環境政策室へお持ちください。加工料をいただいてひまわり油をお渡しいたします。
　9月 30 日（水）までに市役所環境政策室へお持ちください。
■連絡先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 134 ）
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ミ
ラ
ク
ル
し
ぶ
し
で
応
援
！

　

第
14
回
志
布
志
み
な
と
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

　

環
境
・
浄
化
協
働
共
生
グ
ル
ー
プ
（
諏

訪
幸
枝
代
表
）
は
、
微
生
物
を
使
っ
た
環

境
浄
化
剤
「
ミ
ラ
ク
ル
し
ぶ
し
」
を
使
い
、

会
場
ト
イ
レ
の
防
臭
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
環
境
に
優
し
い
と
い
う
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
愛
媛
Ａ
Ｉ
ー
2
を
ベ
ー

ス
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
６
㍉

リ
ッ
ト
ル
程
の
量
で
台
所
や
お
風
呂
場
の

ぬ
め
り
な
ど
も
取
れ
、
市
で
も
住
宅
の
排

水
な
ど
で
実
証
実
験
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
諏
訪
さ
ん
は
「
大
会
に
協
力
で

き
て
う
れ
し
い
で
す
。
更
に
改
良
を
重
ね

て
普
及
さ
せ
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ミラクル志布志で大会をサポートしました

　

志
布
志
市
の
夏
の
風
物
詩
と
も
い
う

べ
き
「
第
14
回
志
布
志
み
な
と
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
8
月
１
日
か
ら

12
日
ま
で
開
催
さ
れ
県
内
外
か
ら
86
校
の

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
志
布
志
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
主

催
す
る
も
の
で
、
順
位
を
争
う
も
の
で
は

な
く
練
習
試
合
を
行
う
大
会
で
、
各
チ
ー

ム
と
も
思
い
切
っ
た
戦
略
や
大
胆
な
選
手

起
用
等
も
あ
り
多
く
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン

全国から集まった選手たちがのびのびとプレーを楽しみました

が
見
物
に
訪
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
開
催
の
き
っ
か
け
は
平
成

８
年
に
、
市
内
の
尚
志
館
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
が
九
州
大
会
に
出
場
し
た
際
に
、
佐
賀

県
に
練
習
試
合
に
出
か
け
た
と
き
、
試
合

の
後
の
懇
親
会
の
席
で
佐
賀
の
国
体
チ
ー

ム
の
監
督
か
ら
「
志
布
志
で
練
習
試
合
が

し
た
い
」
と
の
話
し
が
あ
り
、
鹿
児
島
商

業
高
校
や
八
代
工
業
高
校
（
熊
本
）
な
ど

8
チ
ー
ム
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
の
が
第

1
回
で
し
た
。

　

回
を
重
ね
る
毎
に
参
加
チ
ー
ム
も
増

え
、
最
初
は
３
日
間
の
開
催
だ
っ
た
も
の

が
、
現
在
は
12
日
間
で
会
場
も
運
動
公
園

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
け
で
は
な
く
市
内
外
の

４
会
場
で
連
日
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
今
年
3
月
供
用

開
始
し
た
新
若
浜
地
区
の
周
辺
緑
地
と

し
て
整
備
さ
れ
る
多
目
的
広
場
に
、
サ
ッ

カ
ー
も
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を

国
・
県
に
陳
情
を
行
い
、
今
後
さ
ら
に
多

く
の
参
加
チ
ー
ム
が
あ
っ
て
も
、
対
応
で

き
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

予
定
で
は
、
今
年
秋
か
ら
芝
の
張
り
込

み
を
始
め
、
来
年
の
大
会
に
は
間
に
合
う

の
で
は
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

春
の
大
会
も
昨
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
、
今

後
の
さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
ざ
し
ア
ッ
プ
志
布
志
講
座

　

８
月
17
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
志
布

志
高
校
と
市
文
化
会
館
で
「
平
成
21
年
度

こ
こ
ろ
ざ
し
ア
ッ
プ
志
布
志
講
座
」
が
行

わ
れ
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
他

校
の
生
徒
た
ち
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
合

い
学
び
合
う
こ
と
で
、
各
教
科
の
基
礎
的

基
本
的
な
事
項
の
確
実
な
定
着
を
図
り
活

用
力
の
向
上
を
目
標
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
連
日
、
20
人
を
超
え
る
生
徒

が
集
ま
り
、
他
校
の
教
諭
や
高
校
教
諭
の

指
導
の
も
と
学
習
を
行
い
ま
し
た
。な
お
、

こ
の
講
座
は
冬
休
み
に
も
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
多
く
の
参
加
者
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

他校の生徒と切磋琢磨して学習を行いました

野
井
倉
下
段
地
区
起
工
式

　

８
月
28
日
、
有
明
町
野
井
倉
下
段
地
内

で
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業「
野
井

倉
下
段
地
区
」起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
段
地
区
は
通
称
野
井
倉
開
田
の
一
部

で
、
昭
和
20
年
代
に
農
林
省
直
轄
野
井
倉
開

拓
建
設
事
業
と
し
て
造
成
さ
れ
、
1
区
画
は

１
反
部
（
約
54
㍍
×
18
㍍
）
で
、
農
道
も
道

幅
が
３
㍍
と
狭
く
、
所
有
農
地
も
分
散
化
す

る
な
ど
大
型
機
械
の
導
入
や
経
営
規
模
の
拡

大
が
難
し
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
国

営
事
業
で
ほ
場
整
備
の
推
進
を
図
り
ま
し
た

が
、
事
業
採
択
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
受
益
者
か
ら
の
強
い
希

望
に
よ
り
平
成
20
年
に
事
業
採
択
が
行
わ

れ
、
平
成
25
年
度
の
完
成
を
目
指
し
下
段

地
区
48
㌶
の
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

関係者が多数見守る中で起工式が行われました

志
布
志
み
な
と
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

全
国
・
九
州
交
歓
大
会
出
場
！

　

8
月
24
日
、
市
役
所
を
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
の
会
員
７
人
が
訪
れ
、
５
月

21
日
に
行
わ
れ
た
第
22
回
全
国
交
歓
大
会

県
予
選
と
７
月
29
日
に
行
わ
れ
た
第
23
回

九
州
地
区
交
歓
大
会
県
予
選
の
通
過
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
3
チ
ー
ム
が
9
月
4
日
か

ら
６
日
に
か
け
て
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
交
換
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
24
、
25
日
に
沖
縄
県
で
開

催
さ
れ
る
九
州
交
歓
大
会
に
２
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
す
。

　

報
告
に
訪
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
「
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て

〝
志
布
志
〟
の
名
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

大会出場の報告に訪れました
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ふ
る
さ
と
協
議
会
の
手
で
道
路
清
掃

　

８
月
12
日
、
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
協
議

会
（
池
崎
美
次
会
長
）
の
手
に
よ
り
「
ふ

る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
タ
ー
推
進
事
業
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
の
建
設
業
者
が
、
市
内
各

地
で
清
掃
作
業
や
、
道
路
沿
い
の
生
い
茂

っ
た
草
の
伐
採
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
山
支
部
で
は
塗
木
大
隅
線
、
志
布
志

支
部
で
は
南
之
郷
志
布
志
線
、
有
明
支
部

で
は
県
道
宮
ケ
原
大
崎
線
と
広
域
農
道
の

清
掃
作
業
が
重
機
や
草
刈
り
機
等
を
使
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
に
よ
り
市
内
の
幹
線
道
路
沿

い
は
見
通
し
も
良
く
な
り
自
転
車
や
歩
行

者
も
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
大
変
暑
い
中
で
の
作
業
お
疲
れ

様
で
し
た
。

市内各地の道路の清掃作業が行われました

夏
休
み
学
習
教
室
開
設

　

８
月
４
日
か
ら
４
日
間
、志
布
志
会
場
、

有
明
会
場
、
松
山
会
場
で
学
習
教
室
（
前

期
）
が
開
設
さ
れ
小
学
３
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
１
４
０
人
以

上
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
夏
休
み
の
課
題
や
、
漢
字

の
書
取
り
、
日
頃
苦
手
な
教
科
の
克
服
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
期
も
25
日
か
ら
４
日
間
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
普
段

の
学
校
の
事
業
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で
新

鮮
な
感
じ
で
し
た
」「
一
人
で
勉
強
す
る

と
集
中
力
が
続
か
な
い
け
ど
、
周
り
に
友

達
が
い
る
と
張
り
合
い
が
あ
る
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

熱心に学習に取り組む子どもたち
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ごみゼロを目指して地域で取り組んでいます

地
域
の
力
で
ご
み
ゼ
ロ
へ
！

　

８
月
２
日
、
志
布
志
中
学
校
安
楽
地
域

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
中
の
安や

す
ら良
自
治
会
の
子
ど
も
た

ち
と
安
良
自
治
会
が
、
共
同
で
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
防
止
用
の
鳥
居
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
自
治
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
と
定
期
的
に
自
治
会
内
の
清
掃
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が

大
変
多
い
た
め
、
近
く
に
安
楽
山
宮
神
社

や
安や

す
ら楽
神
社
も
あ
る
の
で
、
そ
の
神
通
力

で
ご
み
が
減
る
こ
と
を
願
っ
て
作
成
し
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
地
域
の
方
の
指
導
の
も
と
、

中
学
生
が
中
心
と
な
り
、
木
材
に
切
り
込

み
を
入
れ
る
な
ど
し
て
鳥
居
を
作
成
し
、

ペ
ン
キ
で
色
を
塗
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
で
ご
み
の
不
法
投
棄
の

多
い
箇
所
に
鳥
居
を
立
て
ま
し
た
。

市長に千羽鶴を手渡す児童

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
千
羽
鶴

　

８
月
９
日
、
伊
﨑
田
小
学
校
の
児
童

１
１
７
人
と
、
そ
の
家
族
が
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
て
折
っ
た
千
羽
鶴
約
３
０
０
０

羽
の
献
納
が
、
開
田
の
里
公
園
近
く
の
戦

没
者
慰
霊
塔
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
平
和
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合

い
な
が
ら
、
一
羽
一
羽
、
願
い
を
込
め
て

作
る
千
羽
鶴
の
献
納
は
、
今
年
で
７
年
目

に
な
り
ま
し
た
。

　

代
表
の
岡
本
麻
莉
菜
さ
ん
、
栗
迫
雅

文
さ
ん
は
「
64
年
前
に
終
わ
っ
た
戦
争
で

は
、
多
く
の
方
が
、
愛
す
る
家
族
や
友
人

な
ど
の
大
切
な
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
悲
し
い
こ
と
が
世
界
で
二
度
と

な
い
よ
う
に
願
い
を
込
め
て
鶴
を
折
り
ま

し
た
」
と
話
し
、
市
長
に
千
羽
鶴
を
手
渡

し
ま
し
た
。

出
校
日
に
読
み
聞
か
せ
を
実
施

　

８
月
３
日
、
潤
ケ
野
小
学
校
で
出
校
日

を
利
用
し
て
緑
陰
読
書
で
、大
型
絵
本「
に

じ
い
ろ
の
さ
か
な
」
の
読
み
聞
か
せ
を
行

い
ま
し
た
。

　

１
年
生
か
ら
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は

涼
し
い
木
陰
で
読
み
聞
か
せ
を
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
緑
陰
読
書
を
体
験
し
た
１
年

生
の
内
園
杏
奈
さ
ん
は
「
大
き
な
絵
本

で
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
に
じ

い
ろ
の
魚
が
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

読
書
の
後
は
、
学
校
の
「
き
ら
き
ら
農

園
」
で
採
れ
た
ス
イ
カ
を
み
ん
な
で
食
べ

ま
し
た
。
出
校
日
の
楽
し
い
思
い
出
と
な

り
し
ま
た
。

緑陰で読み聞かせを楽しむ子どもたち

び
ろ
う
島
の
清
掃
活
動
を
実
施

　

７
月
４
日
、
あ
め
ん
ぼ
う
ク
ラ
ブ
水
泳

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
牧
之
瀬
幸
男
代
表
）

の
ク
ラ
ブ
員
や
保
護
者
、
指
導
者
約
30
人

が
参
加
し
、
志
布
志
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
「
び
ろ
う
島
」
の
清
掃
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
ク
ラ
ブ
で
、
海
で
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
し
、
事
前
に
び
ろ
う

島
の
下
見
を
し
た
と
こ
ろ
あ
ま
り
に
汚
い

状
況
を
見
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
終
了

後
に
参
加
者
で
の
清
掃
活
動
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
缶
な
ど
の

ご
み
を
拾
い
、
そ
の
ご
み
は
船
で
持
ち
帰

り
ま
し
た
。
暑
い
中
で
の
作
業
お
疲
れ
様

で
し
た
。

こんなにたくさんのごみがありました

～４月２４日はしぶしの日～～４月２４日はしぶしの日～
し ぶ   し

掲げましょう　大きな志

私たちのまち　志あふれるまち
こころざし

ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
を
し
ま
し
た

　

８
月
５
日
か
ら
８
月
31
日
に
か
け
、
通

山
海
岸
で
通
山
小
学
校
の
亀
ん
子
ク
ラ
ブ

が
中
心
と
な
り
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
卵
の
産
卵
状
況
の
把

握
や
観
察
、
孵
化
、
放
流
ま
で
の
一
連
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
こ
の
ク
ラ

ブ
の
特
徴
は
学
校
が
主
体
と
な
る
の
で
は

な
く
、
親
父
の
会
等
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
、
今
後
の
継
続
的

な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
宇
都
鼻
の
清
掃

　

8
月
5
日
、
宇
都
中
学
校
生
徒
会
が
中

心
と
な
り
同
校
の
近
く
に
あ
る
宇
都
鼻
の

清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、同
校
が
今
年
度
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
指
定
校
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

生
徒
総
会
で
「
時
間
厳
守
」「
礼
儀
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

1
学
期
は
毎
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
を
決

め
、
校
内
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
な
り
、
長
時
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
も
う
と
、
部
活
動

に
所
属
し
て
い
る
生
徒
78
人
が
ご
み
拾
い

等
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
鉾
立
宅た

く
や冶

さ
ん
は
「
長
時

間
の
作
業
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
皆
で
協

力
し
て
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

ボランティア活動をする宇都中学校の生徒の皆さん

　

放
流
活
動
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ブ
が
主
体

と
な
り
、
卵
が
孵
化
し
た
ら
す
ぐ
に
電
子

メ
ー
ル
を
使
っ
た
連
絡
網
「
か
め
ー
る
」

で
、メ
ー
ル
会
員
に
放
流
の
連
絡
を
行
い
、

同
日
に
は
放
流
を
行
い
ま
す
。

　

放
流
に
は
、
地
域
の
方
や
多
く
の
児
童

の
ほ
か
他
校
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
海
岸
清
掃
な
ど
の
自
然
保
護

活
動
も
行
わ
れ
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
黒
石
清
美
会
長
は
「
夜
中

や
早
朝
の
活
動
も
あ
っ
て
大
変
で
す
が
、

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
や
学
校
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
こ
の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
年
は
９
回
の
産
卵

を
確
認
し
９
８
０
個
の
卵
を
採

取
し
、
７
４
７
匹
の
放
流
を
行

い
ま
し
た
。

　

８
月
17
日
に
行
わ
れ
た
放
流

で
は
、
６
月
12
日
と
20
日
に
採

取
さ
れ
た
２
５
３
個
の
卵
の
う

ち
孵
化
し
た
２
２
１
匹
が
放
流

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
同
ク
ラ
ブ

の
外
城
海
聖
さ
ん
（
小
５
）
は

「
た
く
さ
ん
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
海

に
帰
っ
て
い
く
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。
大
き
く
な
っ
て
こ
の
海

岸
に
ま
た
帰
っ
て
こ
れ
る
よ
う

に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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青
島
青
少
年
自
然
の
家
で
体
験
学
習

　
　

８
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
、
宮
崎
県

に
あ
る
青
島
青
少
年
自
然
の
家
で
市
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会（
大
野
洋
一
会
長
）主
催

の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

覚
と
自
立
の
育
成
を
図
る
目
的
で
毎
年
行
わ

れ
て
お
り
、
市
内
の
小
中
学
生
42
人
、
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
中
は
、
悪
天
候
に
も
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
海
水
浴
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
野

外
炊
飯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
、
み
ん
な
が
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
楽

し
く
有
意
義
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
研
修
生
か
ら
は
、「
ま
っ
た

く
知
ら
な
い
友
達
と
仲
良
く
な
れ
て
良

か
っ
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

すっかり仲良くなった研修の参加者の子どもたち

生まれたばかりの子ガメを一斉に放流（8 月 17 日）
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昨
今
、
地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
る
中
、

こ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
二
酸
化
炭
素
の
増

加
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
森

林
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
山
の
恵
み
が
海
の
豊
か

さ
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
山
と
海
の
関
係

の
深
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
緑
の
募
金

に
よ
る
「
夏
本
番
！
出
か
け
よ
う
森
と
海

へ
」
事
業
が
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生
を
対
象
に
、
２
泊
３
日
の
日
程

で
有
明
農
業
歴
史
資
料
館
体
験
館
に
宿
泊

し
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
実
施
に
も
関
わ
ら
ず
43
人
の

小
学
生
が
参
加
し
、
工
作
や
星
の
観
察
、

魚
市
場
見
学
、
お
魚
教
室
、
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
、
川
遊
び
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
山

に
つ
い
て
の
学
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
作
で
は
、
流
木
を
使
っ
た
電
気
ス
タ

ン
ド
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

お
魚
教
室
で
は
鯵
の
３
枚
お
ろ
し
に
挑
戦

し
、
自
分
た
ち
で
さ
ば
い
た
魚
の
フ
ラ
イ

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

四
浦
の
せ
せ
ら
ぎ
の
里
で
の
川
遊
び
で

は
、
冷
た
い
川
の
水
に
歓
声
を
上
げ
な
が

ら
も
自
然
の
流
れ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
体
験
を
通
じ
て
、

志
布
志
市
に
は
素
敵
な
場
所
が
多
く
あ
る

こ
と
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
自
然
の
中

で
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
山
や
川
、
海
と
肌
で
ふ
れ
あ

い
、自
然
の
大
切
さ
を
体
感
し
た
こ
と
で
、

自
然
を
大
切
に
す
る
意
識
が
芽
生
え
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

志布志市緑の自然学校
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石
蔵
ビ
ア
ホ
ー
ル
を
開
宴

　

新
橋
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会（
野

村
広
志
委
員
長
）で
は
、
昭
和
２
年
に
築
造

さ
れ
た
石
蔵（
そ
お
鹿
児
島
農
協
所
有
）を

地
域
の
財
産
と
し
て
利
活
用
を
図
る
た
め

石
蔵
利
活
用
活
性
化
事
業
部（
野
村
美
喜
男

部
長
）を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
昨
年
春
の
桜
祭
り
、
同
冬

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
づ
き
、
今
回

3
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、８
月
８
日
、

ビ
ア
ホ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

　

昼
間
、
子
ど
も
向
け
に
蔵
内
で
ア
ニ
メ

シ
ア
タ
ー
を
上
映
し
、
午
後
６
時
か
ら
の

ビ
ア
ホ
ー
ル
で
は
、
石
蔵
内
に
用
意
し
た

１
０
０
席
ほ
ど
が
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
、
幻

想
的
な
時
間
を
体
験
し
な
が
ら
地
域
の
交

流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

８
月
８
日
、
志
布
志
小
水
泳
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
牧
耕
志
コ
ー
チ
）
の
団
員
と
そ

の
保
護
者
で
、
宝
満
寺
周
辺
と
前
川
の
ご

み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
前
川
が
も
っ
と
美
し
く
な
る
よ
う
に
。

川
に
ご
み
を
捨
て
る
人
が
い
な
く
な
る
よ

う
に
」
と
の
想
い
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
で
は
、

全
員
で
川
の
中
に
入
り
、
川
底
に
沈
ん
で

い
る
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
５
年
生
の
枽く

わ
は
た幡
陸
弥
さ
ん
は

「
例
年
よ
り
た
く
さ
ん
の
大
き
な
ご
み
が

あ
っ
て
大
変
で
し
た
。
自
転
車
が
捨
て
て

あ
っ
た
の
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

暑
い
中
で
の
清
掃
作
業
お
疲
れ
様
で
し

た
。

子どもたちの手でたくさんのごみが集められました

田
之
浦
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

８
月
８
日
土
曜
日
、
田
之
浦
ふ
る
さ
と

交
流
館
で
、
田
之
浦
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
田
之
浦
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く

り
委
員
会
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
地
域

の
絆
を
深
め
、
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
島
津
楽
器
の
協
力
で
開
催
し

た
も
の
で
、
２
回
目
の
開
催
で
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小

学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
１
０
０
人
の
来

場
が
あ
り
、
田
之
浦
小
学
校
児
童
の
合
唱

や
地
元
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
演

奏
な
ど
様
々
な
音
楽
が
楽
し
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
之
浦
地
区
公
民
館
婦
人
部
手

作
り
の
豚
汁
、
お
に
ぎ
り
、
か
き
氷
の
振

る
舞
い
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
と
て
も
喜

ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。

地元の小学生も参加しての舞台発表

交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
市

　

８
月
21
日
、
第
31
回
交
通
安
全
啓
発
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
志
布
志
市
を
訪
れ
、

市
役
所
隣
の
改
善
セ
ン
タ
ー
で
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ち
り
め
ん
太
鼓
の

演
奏
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
歓
迎
し
ま
し

た
。
ま
た
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
伝
達
等
が
行
わ
れ
、
最
後
に
市

長
が
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
フ
ラ
ッ
グ
へ
志
布

志
市
の
ペ
ナ
ン
ト
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
交
通
安
全
を
推
進

す
る
内
閣
府
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
な

が
ら
全
国
を
リ
レ
ー
方
式
で
巡
回
し
て
お

り
、
九
州
地
区
は
鹿
児
島
市
を
８
月
20
日

に
ス
タ
ー
ト
し
、
９
月
11
日
の
長
崎
で
、

そ
の
活
動
を
終
え
ま
す
。

交通安全を誓う志布志市老人クラブ連合会の皆さん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
賑
わ
う

　

８
月
23
日
、
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で

第
4
回
志
布
志
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
は
、
み
ん

な
が
一
緒
に
元
気
に
楽
し
く
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で

も
・
誰
で
も
・
気
軽
に
・
楽
し
く
」
参
加

し
な
が
ら
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
啓
発
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

プ
ラ
ザ
内
で
は
開
会
式
の
後
、
事
例
発

表
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
警
察
署
の
署
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
悪
徳
商
法
の
防
止
を

呼
び
か
け
る
寸
劇
で
は
、
地
デ
ジ
詐
欺
の

事
例
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
演
じ
「
家
族

同
士
で
合
言
葉
を
決
め
る
」「
お
か
し
い

と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
電
話
を
す

る
」
等
と
訴
え
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
平
成
５
年
９
月
か
ら

子
育
て
の
自
主
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

ど
ん
ぐ
り
の
会
が
、
毎
週
金
曜
日
に
市
立

図
書
館
で
の
、
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

が
集
ま
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

び
う
た
、
工
作
等
を
行
っ
て
い
る
内
容
に

つ
い
て
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
で
は
、様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
活
動
展
示
や

福
祉
施
設
で
作
ら
れ
た
特
産
品
の
販
売
、

消
防
は
し
ご
車
の
搭
乗
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
体
験
等
の
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。介
護
相
談
・

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
血
圧
や
体
脂

肪
、
血
管
年
齢
等
の
検
査
が
行
わ
れ
、
検

査
を
受
け
た
方
は
、
検
査
結
果
に
一
喜
一

憂
し
て
い
ま
し
た
。

森林の大切さを学び、森で拾った木で工作に挑戦しました

普段とは趣の違った蔵内で地域の交流を楽しみました

悪徳商法の予防を呼びかける舞台も披露されました

どんぐりの会代表角田博子さん 志布志市の自然とも触れ合いました
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泰
野
校
区
の
ど
ろ
ん
こ
大
会

　

８
月
２
日
、
夏
の
行
事
と
し
て
恒
例
の

て
の
ん
こ
会
（
假
屋
正
一
会
長
）
主
催
の

ど
ろ
ん
こ
大
会
が
松
山
町
泰
野
の
休
耕
田

を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
な
ど
１
０
０

人
以
上
が
集
ま
っ
た
大
会
で
は
、
だ
れ
も

が
思
い
切
り
よ
く
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て
、

綱
引
き
や
棒
引
き
、
フ
ラ
ッ
グ
取
り
や
ウ

ナ
ギ
つ
か
み
ど
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
競
争
で
は
隣
の
チ
ー
ム
に
わ
ざ

と
泥
し
ぶ
き
を
は
ね
飛
ば
し
た
り
、
そ
り

リ
レ
ー
で
は
勢
い
余
っ
て
子
ど
も
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
り
な
ど
、
と
て
も
に
ぎ
や
か

に
ど
ろ
ん
こ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な
笑
顔
の
楽
し

い
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

どろまみれになっての棒引きの様子

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
と

青
年
団
が
清
掃
活
動

　

市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
と
市
青

年
団
が
、
8
月
16
日
は
ダ
グ
リ
岬
海
岸
、

8
月
23
日
は
松
山
町
の
柳
橋
付
近
の
ご
み

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
ん
で
い
る
町

を
少
し
で
も
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
桐
木
彩

乃
会
長
は
「
５
月
に
有
明
町
の
通
山
海
岸

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
を

き
れ
い
に
し
よ
う
思
い
、
夏
休
み
期
間
を

利
用
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
私
た
ち
の

活
動
で
少
し
で
も
地
域
の
力
に
な
れ
れ
ば

嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
暑

い
中
で
の
活
動
お
疲
れ
様
で
し
た
。

自分たちの地域の清掃活動を行いました（松山地区）

ヘ
ア
＆
メ
イ
ク
で
全
国
大
会
へ
！

　

７
月
13
日
、
宮
崎
市
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
コ
ン
グ
レ
ス
宮
崎
大
会
が

開
催
さ
れ
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
小
屋
敷
由
美
さ

ん（
ヘ
ア
）と
中
吉
沙
織
さ
ん（
メ
イ
ク
）の
ペ

ア
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
ほ
か
姉
妹
店

の
ト
レ
ピ
ウ
ー
ノ
串
間
駅
前
店
ペ
ア
が
４
位

入
賞
、
同
じ
く
志
布
志
香
月
店
ペ
ア
も
審
査

員
特
別
賞
を
受
賞
す
る
等
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
11
月
16
日
に
東

京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
エ
リ
ア
予

選
で
、
ヘ
ア
と
メ
イ
ク
が
一
組
に
な
り
そ

の
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
出
場
し
た
中
吉
さ
ん
は

「
勤
務
の
後
に
3
か
月
ほ
ど
大
会
に
向
け

練
習
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
は
高
い
技

術
を
持
っ
た
方
た
ち
と
競
う
の
が
楽
し
み

で
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

グランプリをはじめ多くの入賞を喜ぶスタッフの皆さん

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
や
っ
ち
く
に
４
５
０
人
が
参
加

　

創
年
市
民
大
学
夏
休
み
特
別
企
画
『
し

ぶ
し
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
、
８

月
１
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
創
年
と
子
ど
も
の
ま
ち
宣
言

事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
知
恵
袋
伝
承
事

業
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
ク
ラ
ブ
や
青
年
団
、
市
子
ど
も
会
連
絡

協
議
会
と
創
年
市
民
大
学
が
連
携
を
取
り
、

協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
生
涯
学
習
講
座

の
「
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
」、
コ
ー
プ
か
ご
し

ま
志
布
志
店
の
「
朗
読
劇
」、
花
咲
か
ば

あ
さ
ん
こ
と
岩
満
笑
子
さ
ん
の
「
志
布
志

の
昔
ば
な
し
」、
屋
田
伸
仁
志
布
志
中
学

校
長
の
「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
後
、「
子

ど
も
の
ま
ち
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
捨
て
れ
ば
ご
み
に
な
る
物
な

ど
を
使
っ
て
の
エ
コ
お
も
ち
ゃ
作
り
（
わ

り
ば
し
テ
ッ
ポ
ウ
、ブ
ー
メ
ラ
ン
、エ
ア
ー

ロ
ケ
ッ
ト
、
紙
飛
行
機
な
ど
）、
遊
ば

な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
交
換
の
場

「
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
」、
壊
れ
た
お

も
ち
ゃ
を
直
す
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」、

だ
菓
子
屋
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
折

り
紙
、
わ
た
菓
子
屋
、
ダ
ー
ツ
・
輪

投
げ
、
マ
ジ
ッ
ク
の
小
道
具
作
成
な

ど
、
色
ん
な
遊
び
場
で
会
場
は
埋
め

尽
く
さ
れ
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
創

年
市
民
大
学
生
も
い
っ
し
ょ
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
っ
た
エ
コ
お
も
ち
ゃ
で

１
位
を
競
う
、
シ
ブ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
志

布
志
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
も
行
わ
れ
、

優
勝
者
に
は
金
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

「かえっこバザール」に夢中の子どもたち

エアーロケット発射狙った獲物は逃さない！

複
十
字
シ
ー
ル
普
及
運
動
の
出
発
式

　

８
月
３
日
、
市
役
所
で
複
十
字
シ
ー
ル

普
及
運
動
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
、
複
十
字
シ
ー
ル
運
動
は
世
界
中

の
結
核
を
撲
滅
し
、
肺
が
ん
や
そ
の
他
の

胸
部
疾
患
を
な
く
す
こ
と
で
、
人
々
が
健

康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
事

業
資
金
を
集
め
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る

募
金
活
動
で
す
。

　

志
布
志
市
で
は
地
域
女
性
連
絡
協
議
会

等
を
通
じ
て
こ
の
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
は
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
車
等
の
購
入
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

代
表
の
松
元
ト
ヤ
さ
ん
は
「
こ
の
活
動

で
、
皆
さ
ん
に
複
十
字
シ
ー
ル
や
結
核
予

防
、肺
が
ん
検
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
知
っ

て
ら
も
ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

市長に複十字シールを手渡す会員の皆さん

フランダース・リコーダー・カルテット＆吉嶺　史晴　ジョイントコンサート

午後 6時開場
6時 30 分開演

■整理券が必要です（市文化会館、やっちくふれあいセンター、有明農村環境改善センターにて配布しています）
■送迎バス運行　■託児室あり（送迎バス、託児室の利用については事前にお申し込みください）
■問い合わせ先　志布志市企画政策課　℡ 474-1111（内線 250・252）

入場無料！

ヨ
ッ
ト
乗
船
を
体
験
し
ま
し
た
！

　

８
月
2
日
、
志
布
志
湾
で
Ｂ
＆
Ｇ
志
布

志
海
洋
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
ヨ
ッ
ト
乗
船
体

験
事
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
志
布
志
湾
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
代

表
の
磯
脇
清
隆
さ
ん
の
ほ
か
ク
ル
ー
４
人

も
参
加
し
て
、
子
ど
も
達
に
自
然
と
海
の

素
晴
ら
し
さ
を
ヨ
ッ
ト
を
通
じ
て
紹
介
し

ま
し
た
。

　

海
洋
ク
ラ
ブ
員
及
び
そ
の
保
護
者
を
中

心
に
20
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、
漁
港
か

ら
び
ろ
う
島
周
辺
ま
で
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

を
巡
視
艇
の
監
視
の
も
と
に
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昼
食
は
漁
港
で
焼
き
そ
ば
を

つ
く
り
、
最
後
は
漁
港
周
辺
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

穂高Ⅱによるクルージングを楽しむ子どもたち



　

木
村
正
明
さ
ん
（
志
布
志
町
）
は
、
10

年
ほ
ど
前
か
ら
瀬
渡
し
業
を
し
て
お
り
昨

年
か
ら
新
船
「
正
丸
」
で
、
堤
防
等
に
釣

り
人
を
渡
し
た
り
、
び
ろ
う
島
ま
で
釣
り

人
や
海
水
浴
客
を
送
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

2
年
前
に
、
志
布
志
市
の
海
の
レ

ジ
ャ
ー
や
観
光
の
発
展
に
向
け
て
、
瀬
渡

し
業
を
し
て
い
る
仲
間
と
と
も
に
渡
船
主

会
（
は
く
よ
う
丸
船
長
林
義
博
会
長
）
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
設
立
に
よ
り
、

万
一
の
際
は
救
難
所（
市
）の
要
請
で
救
助

に
向
か
う
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
昔
は
、
休
み
に
な
る
と
親
子
連
れ
が

釣
り
を
楽
し
む
風
景
が
各
地
で
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
最
近
は
子
ど
も
は
あ
ま
り
見
か

け
な
い
で
す
ね
」
と
子
ど
も
た
ち
の
釣
り

離
れ
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

海
釣
り
は
自
然
が
相
手
で
、
危
険
と
隣

り
合
わ
せ
の
レ
ジ
ャ
ー
と
い
え
ま
す
が
、

海
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
爽
快
な
気
分

に
な
れ
「
大
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
」
の
が

魅
力
で
す
。
糸
を
垂
れ
な
が
ら
「
魚
は
、

こ
こ
ら
へ
ん
に
い
る
か
な
」
と
海
中
を
想

像
し
な
が
ら
待
つ
時
間
と
い
う
の
も
贅
沢

な
時
間
と
い
い
、
ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
に

は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
パ
ソ
コ
ン
ば
か
り
で

は
な
く
自
然
を
相
手
に
し
た
レ
ジ
ャ
ー
も

体
験
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
で
釣
り
も
行
っ
て
い
る
た
め
、
初

心
者
の
方
か
ら
仕
掛
け
な
ど
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
教
え

た
通
り
の
仕
掛
け
で
釣
れ
た
時
は
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
と
い
い
ま
す
。

　
「
安
全
運
行
と
漁
師
の
邪
魔
は
し
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
い
る
」
と
い
う
木
村

さ
ん
。「
港
で
の
釣
り
も
良
い
の
で
す
が
、

少
し
沖
に
出
る
と
今
ま
で
よ
り
も
沢
山
釣

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て

ほ
し
い
で
す
」
と
釣
り
の
魅
力
を
話
し
ま

す
。
今
年
は
、
志
布
志
湾
で
子
ど
も
た
ち

に
自
然
と
触
れ
合
っ
て
も
ら
お
う
と
、
初

め
て
市
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
も
行
い
ま
し
た
。（
10
頁
参
照
）

　

今
後
は
、
市
や
観
光
関
係
者
、
漁
協
等

と
協
力
し
て
志
布
志
市
の
釣
り
や
ダ
イ
ビ

ン
グ
等
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
発
展
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
い
、
体
験
型
観
光
の

確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

週
末
に
は
親
子
の
絆
を
確
か
め
る
た
め

に
海
釣
り
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

愛船の正丸と船長の木村正明さん

Vol34.木村正明さん（40 歳）

今年は、初めて市とタイアップして子どもたちに体験クルージングを行いました。（正丸ホームページ  http://masamaru.fishing.cx/）

瀬渡し船正丸船長

８
月
８
日
志
布
志
駅
内
に
！

　

８
月
８
日
、
Ｊ
Ｒ
志
布
志
駅
内
に
「
総

合
観
光
案
内
所
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
観
光
案
内
所
の
設
置
は
、

宮
崎
市
の
南
宮
崎
駅
と
結
ぶ
日
南
線
沿
線

の
駅
で
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

　

志
布
志
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
大
地
と
海
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
農
林
水

産
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
お
茶
・
豚
肉
・

牛
肉
・
い
ち
ご
・
ピ
ー
マ
ン
・
ち
り
め
ん
・

つ
け
あ
げ
・
鱧
・
ラ
ー
メ
ン
・
焼
酎
と
「
お

い
し
い
志
布
志
」
と
し
て
、
日
本
の
食
糧
供

給
基
地
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
古
く
か
ら
海
に
開
け
、
千
軒
の

町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
志
布
志
は
、
歴
史

と
文
化
あ
ふ
れ
る
み
な
と
ま
ち
で
あ
り
、

ダ
グ
リ
岬
、
や
っ
ち
く
松
山
城
跡
、
蓬
の

郷
の
名
水
な
ど
、
素
材
に
恵
ま
れ
た
観
光

資
源
は
、
癒
し
の
風
景
と
し
て
、
私
た
ち

の
身
近
な
と
こ
ろ
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
お
い
し
い
志
布
志
」「
美

し
い
志
布
志
」
そ
し
て
「
楽
し
い
志
布
志
」

を
繋
ぐ
拠
点
と
し
て
、
総
合
観
光
案
内
所

は
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
観
光
客
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
市
民
ぐ
る
み
で
観
光
客
を
も
て
な
す

気
風
を
高
め
、
自
然
と
歴
史
を
活
か
し
た

体
験
型
観
光
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
で
市
長
は
「
志
布
志
駅
は
日

南
線
の
終
着
駅
で
す
が
、
こ
こ
を
志
の
始

発
駅
と
し
て
、
総
合
観
光
案
内
所
が
親
し

ま
れ
、
歴
史
と
自
然
あ
ふ
れ
る
志
布
志
市

の
観
光
行
政
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
観
光
の
拠
点
と
も
い
え
る
観
光
案

内
所
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
九
州
で

は
様
々
な
観
光
列
車
の
志
布
志
駅
へ
の
運

行
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
用
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
無
線
接
続
ス
ポ
ッ
ト
（
フ

リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
）
も
準
備
す
る
な
ど
観
光

客
の
利
便
性
向
上
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

総合観光案内所オープン

　施設の概要
■施 設 名　志布志市総合観光案内所
■運営主体　志布志市
■開　　設　平成 21 年 8月 8日（土）
■開 館 日　年末年始を除き毎日
■開館時間　午前 9時～午後 5時
■案内所の機能　　
　●情報検索コーナー　●パンフレット展示
　●特産品紹介　　　　●インターネット
　●休憩所コーナー　　●事務所スペース
■床面積　35.5㎡
■構　造　鉄骨造平屋建
■工事費　500 万円（負担金）
■財　源　地域活性化生活対策臨時
　　　　　　　交付金　　450 万円
　　　　　　　一般財源　  50 万円
■場　所　志布志町志布志二丁目28番11号
　　　　　ＪＲ志布志駅舎内
■電話番号　099-472-2224
■Ｆ Ａ Ｘ　099-479-3334
■ホームページアドレス
　http://www.satuma.info/shibushicity/

船主会　林　義博　090-3325-9979　はくよう
　　　　木村正明　090-4483-2439　正丸
　　　　林裕次郎　090-2079-7652　さやか丸
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■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

　

６
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
台
湾
の
台
北

市
で
開
催
さ
れ
た
「
フ
ー
ド 

タ
イ
ペ
イ 

２
０
０
９
」
に
「
志
布
志
市
」
と
し
て
２

社
が
出
展
し
ま
し
た
。「
志
布
志
港
」
は
、

国
の
重
要
港
湾
か
つ
九
州
唯
一
の
中
核
国

際
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
本
年
３
月

に
は
「
新
若
浜
地
区
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
」
が
供
用
開
始
さ
れ
、
志
布
志
港

の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量
の
増
加
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、南
九
州
地
域
は
、

日
本
の
南
の
食
糧
供
給
基
地
で
す
。

　

こ
の
食
品
を
海
外
へ
売
り
込
み
、
志
布

志
港
か
ら
輸
出
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
「
フ
ー
ド 

タ
イ
ペ
イ
」
へ
出
展
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、「
芋
焼
酎
・
梅
酒
・
ち
り
め
ん
」

を
売
り
込
み
ま
し
た
が
、
甘
い
梅
酒
が
定

番
の
台
湾
に
お
い
て
、若
潮
酒
造
㈱
の「
梅

酒
」
は
「
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
飲
み
や
す

い
！
」谷
口
海
産（
有
）の「
ち
り
め
ん
」は
、

ご
飯
と
一
緒
に
試
食
さ
せ
る
こ
と
で
「
大

変
美
味
し
い
！
食
べ
や
す
い
！
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
同
様
に
、「
台
湾
食
品
市

場
視
察
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
も
行
い
、
鹿
児
島

県
内
の
食
品
業
者
・
金
融
業
な
ど
８
事
業

所
・
団
体
が
参
加
し
、
現
地
貿
易
会
社
や

百
貨
店
な
ど
を
訪
問
し
、
意
見
交
換
や
商

談
を
行
い
、
販
路
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
台
湾
で
は
「
志
布
志
市
」
は

知
名
度
が
低
く
、
ま
ず
は
、「
日
本
の
九

州
の
鹿
児
島
の
志
布
志
」
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
取
り
組
み
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
平
成
17
年
２
月
に
結
成

さ
れ
た
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
ち
ん
た
ら
庵
」
の
菅
野
す
み
子

さ
ん
、
佐
々
木
眞
智
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

菅
野
勉
会
長
他
、
男
性
が
４
名
、
女
性
７
名
の
計
12
名
で
す
。

　

芝
用
集
落
に
土
地
を
借
り
て
「
ち
ん
た
ら
庵
」
を
開
店
し
、
日

曜
日
や
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で
手
作
り
そ
ば
を
お
出
し
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
は
、
日
曜
日
の
農
産
物
販
売
と
毎
週
火
曜
日
の
市
役
所
本
庁

で
の
そ
ば
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　

開
店
し
て
５
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど
で
参

加
で
き
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
地
域
お
こ
し
の
た
め
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
一
番

で
す
！

■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡ 474-1111（内線 250・255）

～地域おこしグループ～

手作りのおいしいそばは、市
役所でも大好評です。

Ｑ
．
現
在
、
会
員
は
何
名
で
す
か
？

Ｑ
．
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

Ｑ
．
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

Ｑ
．
今
後
の
夢
は
何
で
し
ょ
う
か
？

と

もに輝く男
ひ

ひ女

vol.5

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.43

　男性であれ、女性であれ、夢や希望があります。限りある自分の人生、夢に向かっ
て精一杯トライしたいと考えるでしょう。しかし、何かをやりたいと思っても「女
だからだめ」、「男だからだめ」と言われては、どうしようもありません。特に女
性の場合、これまでそのようなことが多かったのです。男性も女性も社会のあら
ゆる分野の活動に参画する機会が確保されるべきです。
　男女共同参画社会は、男性と女性のいずれもが、社会のさまざまな活動に参画
する機会を与えられ、夢や希望に向かって個性や能力を発揮できる社会です。
　これまでの社会は、男性中心で物事が決められてきましたが、今後は、女性が

半分いるのだから、社会の対等のパートナー
として女性の意見を大いに反映していこう、男女でこれからの社会を築いていこう
というのが男女共同参画社会の考えです。
　そのためには、固定的な性別役割分担にとらわれないで、男女がそれぞれの個性
と能力に応じて、一緒に力を合わせる必要がますます大きくなっています。「参画」
という言葉を使っていますが、それは単なる「参加」ではありません。社会のさま
ざまなルールやシステムを作り上げていく場合に、最初から男女が一緒に考えてい
こうということです。出来上がってしまってから、後で参加するのではなく、どん
なものを作ろうかと「夢を描く」段階から、男女が一緒にやっていくということです。
　男女がともに「参画」して、いろんな夢を実現できる社会にしたいものです。

夢を実現するために
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に
っ
ぽ
ん
丸
」
寄
港
！
「
志
」
あ
ふ

れ
る
「
お
も
て
な
し
」
で
歓
迎
！
！

　

7
月
6
日
、
大
型
客
船
の
「
に
っ
ぽ
ん

丸
」（
2
万
１
９
０
３
㌧
）
が
志
布
志
港

観
光
バ
ー
ス
入
港
し
ま
し
た
。

　

ハ
モ
宣
伝
隊
に
よ
る
ハ
モ
の
吸
い
物
や

和
光
園
に
よ
る
お
茶
の
振
る
舞
い
な
ど

で
、
入
港
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
志
布
志
市
造
園
協
会
か
ら
サ
ル

ビ
ア
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
「
志
」
の
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
タ
ー
を
彩
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

志
布
志
港
に
は
、今
回
、「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

が
入
港
し
た
「
観
光
船
バ
ー
ス
」
と
い
う

専
用
バ
ー
ス 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

様
々
な
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
き
ま 

す
。
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「フード　タイペイ　２００９」へ２年連続出展！

男
性
講
座「
簡
単
♪
ク
ッ
キ
ン
グ
」

～
魚
の
さ
ば
き
方
、
簡
単
な
料
理
の

味
付
け
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

■
日
時　

平
成
21
年
10
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時

■
場
所　

有
明
開
田
の
里

■
対
象　

18
歳
以
上
の
男
性　

■
定
員　

20
人
（
先
着
）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
　

手
拭
タ
オ
ル
、
ま
な
板

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
企
画
課
男
女
共
同
参
画
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
５
０
・
２
５
５
）
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8
月
3
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し

ぶ
し
ア
ピ
ア
2
階
で
、
新
任
教

師
と
26
人
の
小
学
生
が
挑
ん
だ

〝
い
の
ち
〟
と
向
き
合
っ
た
感

動
の
実
話
の
映
画
「
ブ
タ
が
い

た
教
室
」
の
上
映
が
行
わ
れ
、

約
１
５
０
人
の
来
場
が
あ
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の

市
民
が
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方

良
が
、
市
内
で
定
期
的
に
映
画

を
上
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
が
身
近
で
映
画
を
楽
し
み
、

お
互
い
に
ふ
れ
あ
う
場
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
に
「
終
着
駅
の

映
画
館
」
と
銘
打
ち
、
今
年
度
よ
り
始

め
た
も
の
で
す
。
今
年
度
は
4
回
上
映

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
子
ど

も
向
け
、
高
齢
者
向
け
と
対
象
ご
と
に

テ
ー
マ
を
決
め
、
映
画
を
楽
し
む
だ
け

で
な
く
、
皆
で
考
え
る
力
を
養
う
こ
と

も
目
的
の
1
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
1
回
と
な
っ
た
8
月

3
日
は
、
夏
休
み
期
間
中
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
小
学
生
や
保
護
者
の

来
場
が
あ
り
、
鑑
賞
す
る
お
客
さ
ん
か

ら
は
、
時
折
笑
い
声
や
驚
き
の
声
が
出

る
な
ど
、
会
場
一
体
と
な
っ
た
雰
囲
気

で
来
場
者
か
ら
は
「
迫
力
も
あ
り
楽
し

か
っ
た
。
ま
た
観
に
来
た
い
」「
と
て

も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。
親

子
共
々
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と

の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
、
映
画
を
楽

し
み
な
が
ら
、
ま
た
、
命
の
尊
さ

や
食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　

下
曽
小
川
省
一
代
表
は
「
映
画

館
の
な
い
志
布
志
市
で
も
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
を
楽
し
み
た

い
。
子
ど
も
た
ち
に
映
画
館
の
雰

囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

映
画
を
観
て
育
っ
た
年
配
の
方
々

に
、
も
う
一
度
感
動
し
て
も
ら
い

た
い
。
そ
の
よ
う
な
想
い
か
ら
、

こ
の
事
業
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。
2
カ
月
に
1
回
の
上
映
で
す

が
、
地
道
に
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
定
期
的
な
映
画
上
映
を
通
し

て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
の
方
々
の
心
豊
か
な
感
性
づ
く

り
や
、
市
民
の
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
多

く
の
方
に
親
ま
れ
、
地
域
活
性
化
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

次
回
は
10
月
24
日
、「
き
み
に
読
む

物
語
」
と
い
う
福
祉
に
関
す
る
心
温

ま
る
作
品
の
上
映
が
行
わ
れ
ま
す
。

入
場
料
は
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）

５
０
０
円
、
大
人
１
０
０
０
円
、
親
子

１
２
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、「
終
着
駅
の
映
画
館
」事
業
は
、

平
成
21
年
度
志
布
志
市
共
生
・
協
働
・

自
立
推
進
事
業
補
助
金
の
助
成
を
受
け

て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

　

今
年
も
暑
い
真
夏
の
さ
な
か
、
甲
子

園
で
高
校
野
球
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
甲
子
園
で
、
今
年
も

数
多
く
の
選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
準
決
勝
戦
で
敗
退
を
し
ま
し

た
が
、
岩
手
代
表
花
巻
東
高
校
エ
ー
ス

の
菊
池
選
手
が
、
戦
い
の
前
日
、
テ
レ

ビ
取
材
を
受
け
て
い
る
場
面
を
見
ま
し

た
。
彼
は
今
大
会
屈
指
の
１
５
４
㌔
の

ス
ト
レ
ー
ト
を
投
げ
る
好
投
手
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
今
年
の
春
の
選
抜
大
会
で

準
優
勝
し
、
東
北
勢
と
し
て
今
回
初
優

勝
す
る
の
で
は
と
の
期
待
を
一
身
に
背

負
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
彼
が
取
材

の
中
で
ト
イ
レ
の
掃
除
を
一
生
懸
命
し

て
い
る
光
景
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。「
ど

う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
や
る
の
で
す

か
」と
の
質
問
に「
本
物
の
一
番
の
エ
ー

ス
に
な
る
た
め
に
は
、
汚
い
と
み
ん
な

が
嫌
が
る
事
を
、
率
先
し
て
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」

と
答
え
た
の
で
す
。

　

最
近
、
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
相
談
役
鍵

山
秀
三
郎
さ
ん
主
宰
の
「
日
本
を
美
し

く
す
る
会
」「
ト
イ
レ
掃
除
に
学
ぶ
会
」

の
活
動
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
き
た
と

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
鍵
山
さ
ん
は
ト

イ
レ
掃
除
を
す
る
こ
と
に
よ
り
「
謙
虚

な
人
に
な
れ
る
」「
気
づ
く
人
に
な
れ

る
」「
感
動
の
心
を
育
む
」「
感
謝
の
心

が
芽
生
え
る
」「
心
が
磨
か
れ
る
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
矢
先
に
、
こ
の

よ
う
に
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
優
勝
を

目
指
し
て
必
死
に
な
っ
て
努
力
し
て
い

る
選
手
が
、
ト
イ
レ
掃
除
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
感
動
し
た
の
で
す
。

　

市
内
で
も
「
志
布
志
ト
イ
レ
掃
除
に

学
ぶ
会
」
の
方
々
が
、
学
校
を
中
心
に

ト
イ
レ
掃
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
に
感

想
を
聞
く
と
、
公
共
の
物
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
心
が
芽
生

え
、
や
り
遂
げ
た
後
の
達
成
感
と
同
時

に
、
謙
虚
な
気
持
ち
も
生
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
そ
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に

盛
ん
に
な
れ
ば
、
共
生
・
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
と
共
に
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

ま
ち
を
、
も
っ
と
も
っ
と
大
切
に
き
れ

い
に
し
よ
う
と
い
う
人
々
が
増
え
て
く

る
の
で
は
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

10
月
1
日
よ
り
、
い
よ
い
よ
レ
ジ
袋

の
有
料
化
と
、
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
す
。
志
布
志
市
は
、
市
の

単
位
で
は
ご
み
の
資
源
化
率
全
国
第
１

位
で
す
。
そ
の
こ
と
と
今
回
の
取
り
組

み
で
、
全
国
的
な
注
目
を
集
め
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
取
り
組
み
は
、

皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、

期
待
す
る
効
果
は
絶
対
上
が
ら
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
皆
の
力
で
、
環
境
取

り
組
み
日
本
一
の
ま
ち
が
作
ら
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
、
朝
夕
涼
し
さ
を
感

じ
る
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ち
じ
ゅ
う
に
、
市
民
の
さ
わ
や
か
な

風
が
吹
け
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

10　

月

開
催
場

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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村
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■営業時間　10:00 ～ 21:00（ナイター開催���������������  がない場合は ��������� 17:00 まで��）　■問い合わせ先　オラレ志布志　℡ 479-3111

オラレしぶし 10 番組表（10 月は毎日開催！）

オラレ志布志に実際にレースで使用して
いたボートを展示しています！

ＧⅢ新鋭リーグ

尼崎ＳＧ全日本選手権

若松一般（4まで）

ＧⅢ周年徳山一般（4日目～）

唐津一般（2日目～）

びわこGⅠ周年

平和島一般（～27）

戸田一般

丸亀GⅢ企業杯（1～6） 桐生一般（7～12）

蒲郡ＧⅢ女子（7～12）

若松一般（4日目、13～15）

丸亀一般（～19）

蒲郡一般（16～21）

若松GⅢ新鋭（20～）

住之江一般（～29）

若松一般（11/2まで）

丸亀一般（30～11/2）

宮島ＧⅢ女子（28～11/2）

■初心者競艇教室を実施
　●初心者でも安心。20 分程度で競艇を楽しめるようにご指導！
　●もちろん無料
　●競艇レースの概要から予想の仕方、舟券購入まで丁寧にご指導いたします。

三
方
良
「
終
着
駅
の
映
画
館
」
上
映
開
始

たくさんの親子連れが鑑賞しました

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel 474-1111（内線 252・256）

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり

ホール前での受付の様子

■オラレ志布志メールマガジン（右のQRコードからも登録できます）
　●毎月３回配信　●年会費、入会費無料　●開催レース情報やイベント情報、競艇の豆知識等々情報満載！！
　※携帯電話ホームページアドレス　～　こちらにアクセスしてメルマガ登録！　http://orale-cbc.com

100円から遊べる

ＫＹＯＴＥＩを楽しもう
!
!



■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせんお話し会（読み聞かせ会）	 14 時〜
○ 本館お話し会（読み聞かせ会）	 14 時～

新刊案内
■すごい読書！　中島孝志 著　

　仕事・マネー・運命をガラリ
と変える最強の読書法とは？
「早朝 1時間を読書時間にあて
る」「35 歳までは徹底的に現場
の本を読め」「100 冊の自己啓
発書より 1冊の山本周五郎」な
ど、中島流スーパー読書術を伝
授する。

■今日を生きる　大平光代 著
「だから、あなたも生きぬいて」
から 9 年。女性初の大阪市助
役に就任、40 歳で再婚、ダウ
ン症の娘を出産など、その波瀾
万丈の人生を綴る。『婦人公論』
連載に加筆訂正して単行本化。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「おじいちゃん･おばあちゃん」

今月のテーマ図書
「手塚治虫　漫画全集」

休館日カレンダー（本館）
September　9 月

日 月 火 水 木 金 土
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

October　10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

○

○

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

○

おはなし会（読み聞かせ会）
安楽分館　������������������　�����������������９月���������������１２�������������日（土）午前１０時３０分～
本　　館　��������������　�������������９月２６日（土）午後２時～

有 明 分 館　９月２６日（土）午前１０時～
志布志分館　９月２６日（土）午前１０時３０分～
松 山 分 館　９月１２日（土）午後２時～
安 楽 分 館　10 月 10 日（土）午前１０時３０分～
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○

○

平成21年度 移動図書館車（がんがらちゃん）下半期巡回日程表
コ
ー
ス

巡 回 場 所 巡 回 時 間 曜　日
巡　回　月　日

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
Ａ 田之浦小学校 13:00～13:45 第2・4火曜日 20・29日 10日 8・22日 26日 9・23日 9日
Ｂ 田之浦中学校 13:10～13:50 第2・4水曜日 14・28日 11・25日 9日 13・27日 10・24日 10日
Ｃ 出水中学校 13:10～13:50 第2・4・5木曜日 8・22日 12・25日 10・24日 14・28日 25日 11日
Ｄ 森山小学校 13:00～13:45 第2～5金曜日 9・23・30日 13・27日 11日 8・22日 12・26日 12日
Ｅ 八野小学校 13:00～13:45 第1・3火曜日 6・27日 17日 1・15日 19日 2・16日 2・16日
Ｆ 潤ケ野小学校 13:00～13:45 第1～4金曜日 2・16日 6・20日 4・18日 15・29日 5・19日 5・19日

Ｇ 夏井集落
宝満住宅入口

10:00～10:30
10:40～11:00 第2・4土曜日 10・24日 12・26日 12・26日 9・23日 13・27日 13・27日

Ｈ
緑ケ浜団地前
海洋団地
関屋団地

10:00～10:30
10:40～11:10
11:10～11:20

第2・4日曜日 11・25日 13・27日 13・27日 10・24日 14・28日 14・28日

Ｉ ふれあい教室（体育館横） 13:00～13:30 第1～4木曜日 1・15日 3・17日 3・17日 21日 4・18日 4・18日

Ｊ 一丁田集落
志布志畜産

12:00～12:15
12:20～13:00 第1・3水曜日 7日 4日 2日 6日 3日 3日

※巡回日程については、都合（悪天候等）により、変更になることがあります。
※図書館利用者カードは、市立図書館 ( 本館 ･分館）･移動図書館車で使用できます。
※図書の貸出しは、1人 10 冊までです。
※図書館 ( 本館 ･分館 ) で借りた本も移動図書館車で返却できます。

　

志
布
志
畜
産
株
式
会
社
は
、

１
９
６
６
年
に
曽
於
市
に
本
社

を
置
く
南
九
州
畜
産
興
業
株
式

会
社
（
以
下
ナ
ン
チ
ク
）
の
グ

ル
ー
プ
企
業
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
1
年
間
に
豚
16
万
頭
、
牛

３
７
０
０
頭
を
食
肉
へ
と
加
工
す
る
大

規
模
食
肉
処
理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。年
間
売
上
高
は
、

昨
年
は
73
・
６
億
円
で
、
県
内
で
は
95

位
、
市
内
で
は
4
位
と
な
り
ま
す
。

　

主
な
取
扱
商
品
は
豚
・
牛
の
枝
肉
及

び
カ
ッ
ト
肉
や
豚
内
臓
・
牛
内
臓
、
レ

バ
ー
串
・
タ
ン
串
・
ホ
ル
モ
ン
串
・
コ

メ
カ
ミ
串
の
ほ
か
、
肉
の
製
造
過
程
で

出
る
畜
産
廃
棄
物
を
肥
料
化
し
た
「
有

機
肥
料
ア
ミ
ノ
パ
ワ
ー
」
等
も
あ
り

ま
す
。
ア
ミ
ノ
パ

ワ
ー
は
園
芸
等
を

さ
れ
て
い
る
方
の

評
判
も
よ
く
リ

ピ
ー
タ
ー
も
増

え
て
き
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
食
肉

の
販
売
に
つ
い
て

は
、
ナ
ン
チ
ク
を

通
じ
て
、
全
国
の
小
売
店
や
ス
ー
パ
ー

の
店
頭
に
並
び
ま
す
。

　

ま
た
、
更
な
る
「
安
心
・
安
全
な
食

肉
」
の
提
供
に
向
け
て
、
原
料
の
入
荷

か
ら
製
造
・
出
荷
ま
で
の
す
べ
て
の
工

程
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
危
害
を
予

測
し
、
そ
の
危
害
を
防
止
（
許
容
レ
ベ

ル
ま
で
減
少
）
す
る
た
め
の
重
要
管
理

点
を
特
定
し
て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
継

続
的
に
監
視
・
記
録
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

し
、
不
良
製
品
の
出
荷
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
目
指
し
て
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

社
員
の
半
数
以
上
は
市
内
の
方
で
、

若
い
方
が
多
く
、
夏
ま
つ
り
や
隔
年
で
行

わ
れ
る
慰
安
旅
行
等
で
親
睦
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
案
内
を
し
て
い
た
だ

い
た
吉
田
義
昭
工
場
次
長
（
写
真
左
）
は

「
仕
事
は
大
変
で
す
が
、
皆
様
の
笑
顔
を

励
み
に
更
な
る
安
心
・
安
全
な
商
品
づ
く

り
を
行
い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

敷
地
内
に
は
、
一
般
消
費
者
向
け
の

直
売
店
が
あ
り
新
鮮
な
牛
・
豚
肉
や
ハ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
の
肉
製
品
販
売
の

他
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
の
無
料
貸

し
出
し
も
行
っ
て
お
り
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。
更
に
、
同
敷
地
内
に
は
ナ
ン

チ
ク
ハ
ム
志
布
志

工
場
も
併
設
さ
れ
て

お
り
、
昨
年
か
ら
ハ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
の

本
場
ド
イ
ツ
の
マ
イ

ス
タ
ー「
シ
ェ
フ
ケ
・

ダ
ン
カ
ー
ス
氏
」
を

迎
え
て
、
直
接
そ
の

技
術
を
学
び
美
味
し

い
製
品
造
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

食
肉
を
通
じ
て

食
の
安
全
を
担
う

企
業
と
し
て
の
事

業
活
動
は
も
と
よ
り
、
地
域
と
の
共
存
共

栄
を
図
る
べ
く
健
全
な
会
社
の
成
長
を

通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

更
な
る
企
業
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
商
品
等
の
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
畜
産
株
式
会
社

　

℡
０
９
９
ー
４
７
３
ー
２
９
１
５

志布志畜産株式会社
●事業内容　豚、牛のと畜 ・豚肉・牛肉の製造・販売等
●所 在 地　志布志町安楽 5972-8
●従業員数　192 人
●創　　立　昭和41年

志布志企業訪問
vol.14

案内していただいた皆さん

人気のアミノパワー

広大な敷地と緑に囲まれた工場と直売店
（直売店は月～土の 10 時～ 18 時の営業です）

売店には多くの種類の商品が並びます

～平成 21 年度　志布志市緊急経済対策事業～

ひまわり商品券������の使用期限は
９月３０日（水）までです！

■問い合わせ先
　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 285）

　志布志市が平成 21 年４月 24 日に発行しました「ひまわり商品券」は、平成 21 年８月 31 日をもって販売を終
了しました。市民の皆様のご購入ありがとうございました。
　「ひまわり商品券」の使用期限は平成 21 年９月 30 日までとなっておりますのでご注意ください。
なお、「ひまわり商品券」加盟店の皆様は、商品券の換金が可能な期間が平成 21 年 11 月 30 日までとなっており
ますので、この期間までに商工会へ換金の請求を行ってください。
　それ以降の換金はできかねますので、ご注意ください。 　　使用期限は

9 月 30 日までです。
　ご利用はお早めに！
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教育委員会情報ネット
第１回志布志市　「志(こころざし)」

エッセイコンテスト　作品募集！！

高い「志 (こころざし )」は求めません。
「志」のスタートラインに、あなたの志も

　「志」に高い、低い、大きい、小さいはありません。あ
なたのつづる「志」が、きっと隣の人に伝わり、隣の人は、
その隣の人へ・・・。そして、いつかは、志布志市が海に
開けているように、山に開けているように、優しく、おも
いやりと笑顔にあふれたしっかりとした「志」は海を越え、
山を越え、世界の人々の心にやさしさと生きる勇気を与え
ることと思います。
　志布志市は「志」のスタートラインです。
　「志」を表現するエッセイコンテストです。おさない人、
若い人、人生経験豊かな人、そして、男性、女性、すべて
の人にそれぞれにふさわしい志があります。あなたの心あ
たたまる「志」体験や、勇気づけられた志をお送りください。
あなたが自由につづる文章が、あなたの周りの人の心をほ
のぼのとさせ、多くの人に生きる希望を与えることを願っ
ています。そして、一人ひとりの「志」が大きな輪となり、
笑顔あふれるまちを築くことを願っています。
■応募規定　
●字数は 800 字（400 字原稿用紙縦書き 2枚。パソコン
　原稿も可。パソコン原稿の場合 20 字× 40 行）応募点
　数は一人 3点以内とする。
●応募票に必要事項を記入の上、作品一点ごと貼付してご
　応募ください。
●応募要項・応募票は、生涯学習センター及び各地区公民
　館に用意してあります。
●応募作品は未発表の自作作品に限ります。
●いったん提出された後の作品の変更、加筆・訂正は認め
　ません。
●入賞及び掲載作品は公表し、著作権は主催者側に帰属しま
　す。
●作品の返却は致しません。
■賞・賞金
　●志大賞1人　副賞10万円　●志準大賞2人　副賞3万円
　●審査員特別賞　若干名　●優秀学校賞／後援団体賞
■作品受付　9月1日(火)～12月22日（火）※当日消印有効
■発表　平成 22 年 2月 20 日（土）
■主催　志布志市生涯学習推進委員会
　　　　志布志市　市教育委員会　志布志創年市民大学
■問い合わせ・送付先　
　〒 899-7103　志布志市志布志町志布志 2238 番地 1
　文化会館内　志布志市「志」エッセイコンテスト事務局
　　　　　　　℡ 472-3050　Fax472-3051

志布志市文化会館改修工事のお知らせ
　市文化会館のホール棟耐震補強工事及び玄関周辺バリ
アフリー工事等を行っています。
　施設ご利用の皆様には、大変ご不便をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
■工事期間　平成21年6月中旬から平成21年10月末まで
■施設利用について　●ホール（使用不可）
　　　　　　　　　　●会議室及び和室等（使用可）
■出入口（図面のとおり）　■駐車場（図面のとおり）
■問い合わせ先　　志布志市教育委員会
　生涯学習課生涯学習係　℡ 472-1111（内線 333）
　志布志市文化会館　　　℡ 472-3050

※正面の大駐車場からは遠回りとなりますので、ご覧の
　駐車場をご利用ください。

Ｐ
Ｐ

Ｐ

封
鎖
し
ま
す

（
正
面
）出

入
口

ゲート
ボール場

大駐車場

Ｐ

駐車場と出入り口（イメージ図）

教育委員会情報ネット
バドミントン教室の案内！
■日時　10 月中旬～ 11 月下旬
　　　　毎週水曜日　午後 7時から
　　　　（計６回）の２時間程度
■場所　志布志運動公園体育館
■参 加 料　１，０００円（保険料込み）
■そ の 他　ラケットは持参してください。
■募集人員　約５０人程度
■対象者　18 歳以上の市内に在住もしくは勤務さ
　　　　　れている方（高校生不可）
■申込期日　9月 24 日～（定員になり次第締切）
■申 込 先　生涯学習課　生涯スポーツ係
　　　　　　℡ 099-472-1111（内線 332）
※有明・松山教育分室でも申し込みできます。
※日時、募集人員は変更になる場合があります。
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■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

文化会館リニューアル記念講演　志布志創年市民大学公開講座

相田みつを美術館　館長　相田一人
■演　題　「人間だもの　父・相田みつをを語る」
■日　時　１１月２５日 ( 水 )　18:00 開場　18:30 開演
■会　場　志布志市文化会館
■入場無料（但し、入場整理券要）
※入場整理券は、生涯学習センター、各地区公民館、　教育分
　室、生涯学習課でお求めください。
■問い合わせ先　生涯学習センター　℡ 472-3050

あ い だ　 か ず ひ と

父・相田みつをの生涯を貫いた心
のありようを伝える作品をはじ
め、書や言葉を紹介しながら、生
きていくうえで様々な壁にぶつか
り悩む多くの人々に希望を与えた
いとの熱い思いは、多くの人々に
勇気と元気を与えると好評。

教育委員会情報ネット
初心者大歓迎！らくらく簡単に覚える

パソコン講習会受講生募集！
　パソコンの基本操作、文書作成等を１日３時間の４日間で
また、インターネット・電子メールの利用等も学習します。
■期　間　平成 21 年 6月～ 12 月
■講座数　一講座 20 人定員の 20 講座
■受講料　3,000 円（テキスト代別）
■対象者　18 歳以上の方なら、どなたでも。また、勤務地
　　　　　が市内なら、市外の方でも受講できます。

今年から新しいパソコンでの受講になります。
日程表　有明地区（一部抜粋）  （会場：農村環境改善センター）

NO コース 期　日 時　間 申込締切
13 ワード基礎 10月6日・7日・8日・9日 9:00 ～ 9月30日
14 ワード基礎 10月14日・15日・16日・17日 19:00～ 10月8日

15 パソコンで情報発信
～ブログに挑戦～ 10月21日・22日・23日・24日 19:00～ 10月14日

16 エクセルって便利 10月27日・28日・29日・30日 9:00 ～ 10月21日
17 エクセルって便利 11月4日・5日・6日・7日 19:00～ 10月28日
18 パソコンを楽しもう 11月10日・11日・12日・13日 9:00 ～ 11月４日
■問い合わせ先

　生涯学習センター　　　　　℡ 472-3050

　生涯学習センター有明　　　℡ 474-1111（内線 357）

これからの志布志創年市民大学プログラム（予定）
N
O 日　時 講義内容及び講師

10 10月7日（水）18：50～

環境好学Ⅱ・人間好学Ⅵ・子育て好学Ⅲ
世界の現状から私たちの生活を見る
地雷ゼロ鹿児島代表　橋之口　みゆき

11 10月21日（水）18：50～

地域好学Ⅱ
観光振興による元気なまちづくり
観光プロデューサー　奈良迫　秀光

12 10月28日（水）18：50～

地域好学Ⅲ・環境好学Ⅲ
グリーンツーリズムのすすめ
九州のムラ編集長　養父　信夫

13 11/4（水）18：50～

総長まちづくり講演・まちづくり懇話会
笑顔と志あふれるまちづくりへ
　　　総長　本田　修一

14 11/22（日）～11/23（祝）
ミステリーバスツアー修学旅行
まるごと福岡　まちづくり珍道中

15 11/25（水）18：30～

人間好学Ⅶ・市民大学公開講座
人間だもの　父・相田みつをを語る
　相田みつを美術館　館長　相田一人

　途中入学大歓迎です！
■問い合わせ先　創年市民大学事務局　℡ 472-3050
※プログラムは諸事情により変更されることがあり
　ます。

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

■期日　９月１９日（土） ■会場　志布志市やっちくふれあいセンター
■開場　14 時 30 分　開演　15 時 00 分 ■料金（税込）＝全席指定 4,000 円
■チケット販売所　やっちくふれあいセンター・志布志市文化会館・志布志市役所売店・（株）島津
　　　　　　　　　三昧堂商事・くにみ書店・サンポートしぶしアピア・プラッセだいわ鹿屋店
●チケットぴあ 0570-02-999　●ファミリーマート・サンクス（Ｐコード 395-993）
●ローソン 0570-084-008（Ｌコード 82885）
■問い合わせ先　志布志市文化会館　　℡099-472-3050



読者プレゼント

■てんとうむしクラブ　介護予防の体操プログラム「お茶の間筋
トレ」を基本に毎月第 1・第 3月曜日に老人福祉センターで 15
人位の仲間が集まり活動を行っています。
　わくわく元気運動協会の山下美幸先生の指導のもと、筋トレの
ほか脳トレ等も取り入れて楽しく活動しています。松山地区だけ
でなく志布志地区や市外からもトレーニングに通う方もおり、楽
しいおしゃべりなどで、心身ともにリフレッシュをしています。
　仲間を募集していますので、興味のある方は松山支所市民課（℡
487-2111）までお問い合わせください。

健康仲間！
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結
核
は
過
去
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
！

　

か
つ
て
「
国
民
病
」
と
言
わ
れ
た
結
核

も
、
医
療
や
生
活
水
準
の
向
上
の
お
か

げ
で
、
き
ち
ん
と
治
療
す
れ
ば
完
治
す

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
核

は
今
も
わ
が
国
最
大
の
感
染
症
で
、
年

間
約
3
万
人
の
新
規
患
者
が
発
生
し
、
約

2
３
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
お
笑
い
芸
人
の
ハ
リ
セ
ン

ボ
ン
の
蓑
輪 

は
る
か
さ
ん
が
結
核
に
な

り
入
院
治
療
し
た
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
聞

い
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

結
核
は
人
か
ら
人
へ
う
つ
る
病
気
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
結
核
の
知
識
を
正
し

く
身
に
付
け
る
こ
と
が
、
自
分
だ
け
で
は

な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
の
健
康
を
守
る

た
め
に
も
必
要
で
す
。

　

結
核
菌
に
よ
っ
て
、
主
に
肺
に
炎
症
を

起
こ
す
病
気
で
す
。
結
核
患
者
が
咳
や
く

し
ゃ
み
を
し
た
時
に
、
飛
び
散
る
し
ぶ
き

の
中
の
結
核
菌
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
感
染
し
ま
す
。
痰た

ん

の
中
に
菌
を
出
し
て

い
な
い
軽
症
の
場
合
は
、
他
人
に
う
つ
す

恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
核
に
「
感
染
し
た
（
う
つ
っ
た
）」

と
「
発
病
し
た
（
結
核
に
な
っ
た
）」

と
は
違
い
ま
す
。

　

結
核
菌
を
吸
い
込
ん
で
も
身
体
の
免
疫

機
能
に
よ
り
、
体
内
に
結
核
菌
が
閉
じ
込

め
ら
れ
た
状
態
を
「
感
染
」
と
言
い
ま
す
。

そ
し
て
、
身
体
の
免
疫
力
・
抵
抗
力
の
低

下
に
よ
り
、
結
核
菌
が
活
動
を
始
め
る
こ

と
を
「
発
病
」
と
言
い
ま
す
。
発
病
す
る

の
は
、
感
染
し
た
人
の
１
割
程
度
で
、
一

生
発
病
し
な
い
人
も
い
ま
す
。

危
険
信
号
を
み
の
が
さ
な
い
で

　

最
初
の
う
ち
は
風
邪
と

同
じ
よ
う
な
症
状
で
す

が
、
２
週
間
以
上
も
微
熱

や
咳
、
痰
が
止
ま
ら
な
い

時
は
危
険
信
号
。

　

症
状
が
進
む
と
全
身
倦
怠
感（
だ
る
さ
）

に
襲
わ
れ
た
り
、
寝
汗
、
胸
の
痛
み
な
ど

が
で
た
り
、
血
痰
や
喀
血
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
風
邪
と
自
己
判
断
せ
ず
、
症
状

が
長
引
く
時
は
、
医
療
機
関
で
診
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　

結
核
は
、
過
労
・
睡
眠
不
足
・
栄
養
不

足
に
よ
り
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
た
時
に
発
病

し
ま
す
。

■
家
庭
で
で
き
る
予
防
法

①
睡
眠
時
間
を
十
分
と
る
。

②
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
。

③
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
偏
っ
た
食
事
を

　

と
ら
な
い
。

④
変
だ
な
!
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
医
療
機

　

関
を
受
診
す
る
。　

服
薬
す
れ
ば
治
り
ま
す

　

万
一
、
結
核
に
な
っ
て
も
６
～
９
か
月
の

間
、
規
則
的
に
服
薬
す
れ
ば
治
癒
し
ま
す
。

　

逆
に
不
規
則
な
服
用
を
続
け
る
と
、
菌

が
そ
の
薬
に
対
し
て
「
耐
性
」
を
も
ち
、

薬
が
効
か
な
い
菌
（
耐
性
菌
）
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

結
核
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
医
師
の
指
示

通
り
完
治
す
る
ま
で
薬
を
飲
み
続
け
ま

し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
に
は
早
め
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
！

　

抵
抗
力
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
感
染
す
る

と
重
症
化
し
や
す
い
の
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
接
種
法
で
は
生
後
６
月
未
満
で
Ｂ
Ｃ

Ｇ
を
受
け
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
志
布
志
市
で
は
乳
児
健
康
診
査
（
３
～

４
か
月
児
）
の
時
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所市民課  Tel 487-2111

9
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
は

結
核
予
防
週
間
で
す
！

結
核
っ
て
な
ー
に
？

結
核
の
予
防
は

「
規
則
正
し
い
生
活
」
か
ら
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市
民
総
参
加
に
よ
る
「
志
民
元
気
は

つ
ら
つ
健
康
づ
く
り
霧
岳
ハ
イ
キ
ン
グ

が
８
月
９
日
、
有
明
町
伊
﨑
田
の
宮
塩

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
が
時
折
降
る
あ
い
に

く
の
朝
で
、
開
催
を
危
ぶ
む
天
候
で
し

た
が
、
白
鳥
神
社
境
内
で
地
元
の
方
か

ら
神
社
の
歴
史
な
ど
を
学
び
、
準
備
運

動
を
し
て
出
発
、
往
復
７
・
８
㌔
の
行

程
で
し
た
。

　

出
発
し
て
一
時
間
余
り
で
展
望
所
に

到
着
、
そ
こ
は
、
大
隅
半
島
と
志
布
志

湾
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
遠
く
に
は
開

聞
岳
の
裾
野
も
見
え
、
疲
れ
を
忘
れ
さ

せ
る
一
時
で
し
た
。
ま
た
、
地
区
公
民

館
長
の
松
木
さ
ん
か
ら
霧
岳
い
や
し
の

森
構
想
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
記
念

写
真
を
撮
っ
て
下
山
。

　

木
陰
の
中
で
は
、
せ
み
の
声
が
ひ
び

き
、
夏
本
番
に
も
関
わ
ら
ず
参
加
者
は

自
然
の
中
で
の
健
康
づ
く
り
に
満
足
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
の
前
は
よ
く
体
が

動
く
よ
う
に
、
終
っ
た
あ
と
は

疲
れ
が
残
ら
な
い
よ
う
に
、
み

ん
な
で
、
し
っ
か
り
と
体

操
を
し
て
い
ま
す
。

■
次
は
、
宮
田
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
あ

な
た
も
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

　

９
月
26
日
（
土
）、
松
山
の
宮

田
山
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
宮
田
山

は
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
メ
ッ

カ
で
、
青
空
の
中
を
優
雅
に
飛
ぶ

人
た
ち
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

新
橋
、
泰
野
の
緑
豊
か
な
大
地
が

眼
下
に
広
が
り
心
を
癒
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

６
回
を
計
画
、
今
後
の
ハ
イ
キ
ン

グ
は
10
月
が
陣
岳
、
そ
し
て
12
月

が
岳
野
山
の
予
定
で
す
。

　

日
ご
ろ
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
市
民
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
詫
び
、
前
回
の
霧
岳
ハ
イ
キ
ン
グ

大
会
に
お
き
ま
し
て
、
当
初
の
広
報
案

内
と
集
合
時
間
、
場
所
の
変
更
を
お
伝

え
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
部
の
方
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
紙
面
を

借
り
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

宮
田
山
ハ
イ
キ
ン
グ
の
申
し
込
み
方

法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
別
途
配
布
済
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
保
健
課
保
健
対
策
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
４
）

インフルエンザの予防について！
　インフルエンザが鹿児島県下においても流行しています。
手洗い、うがいを励行し、感染を予防しましょう。
　発熱などインフルエンザの症状がみられる方
は、かかりつけ医に電話で相談してから受診し
てください。ご不明な点がございましたら下記
までお問い合わせください。
■問い合わせ先　　志布志保健所　　℡ 472-1021
　　　　　　　  　（時間外連絡先）　  ℡ 080-5245-0476

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成21年６月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ３１３，２７６，０２６円
６月末国保加入者数 １１，７８３人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２６，５８７円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２２，８６１円
個 人 負 担 額 ３，７２６円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆
さんが医療機関等で診療したものに対し、市
（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約86.0％を市（国保）が負担しています。

てんとうむしクラブの皆さん

vol.5

８月に行った５歳児歯
科健診でむし歯も処置
歯もなかった子どもた
ちです。

蓮
れ ん か

翔ちゃん

紗
さ き

季ちゃん 吏
り き

輝ちゃん

白
鳥
神
社
に
健
康
を
祈
願
し
、
参
加
者
総
勢
１
６
０
人
が
、

霧
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

霧岳からの絶景を楽しみました

ハイキング前には入念なストレッチ



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　

な
ん
と
千
円
分
の

　

商
品
券
を
５
人
の

　

方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

（No.045/2009-9）

　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5枚と、
スマイルユウの人気商品「緑茶
石けんしぶし」を 3 人の方に
新商品の「南国のつや髪シャン
プー」を 2 人の方にプレゼン
トします。（発表は発送をもっ
てかえさせていただきます）

岡留さん（90 歳）　　　　　　　　　　　　志布志町田之浦
　岡留さんは、ゲートボールとグラウンドゴルフが大好きで、特

にゲートボールは近所の仲間の家に連日出かけて練習しています。
「ゲートボールはストレスが溜まるという人もいるけど、すぐに怒る
のは健康に悪いので楽しむことを忘れないようにしている」といいます。

　12 年前に胃の手術を受けたときに医者に食事指導を受け「それから、身
体に悪いものを食べたりしたことはない」といい、その後はカゼ等もひかず

に病院に通ったことはないといいます。
　海外で終戦を迎え、子どもを背負ってやっとの思いで故郷に帰ってきました。
その後、財産も頼る親戚もなく裸一貫で夫婦で始めた「岡留商店」を経営しなが
ら必死に子どもを育てたといいます。
　今は、テレビでスポーツ番組を見るのが楽しみですが、テレビの調子が悪く、
きれいに映るまで時間がかかるのが悩みの種と笑う岡留さん。孫やひ孫が時々遊
びに来るのを楽しみに、健康を気遣いながら元気に暮らしています。

　　　心
み お

桜ちゃん（1歳）　志布志町安楽
父　誠さん　　母　由美さん

　「いないいないばぁ（テレビ番組）」と
「なっとう」が大好きで、9時になると「パ
パ、パパ」といいだします。
　いつも素敵な笑顔をありがとう。
　心桜は我が家の宝物です！（両親より）

　　　七
なのは

羽ちゃん（5歳）　　　（有明町蓬原）
父　慎也さん　母　真実さん

　わかめと梅干しが大好きな「なのは」ちゃん。
　好きなテレビ番組はドラマと洋画です。お母さ
んといつも洋画を見ていたら、英語の内容につい
てもだいたい分かっているみたいです。
　でも、あまりにも活発すぎていつもお父さんと
お母さんに叱られています。
　元気にすくすくと成長してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（両親より）

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

　

田
之
浦
小
学
校
６
年　
　
　

知と
も
の
り令
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

5
年　
　
　
　

愛
さ
ん

　

今
回
題
字
を
書
い
た
知
令
さ
ん
は
書
道

を
習
っ
て
い
て「
絵
を
描
く
の
が
大
好
き
」

と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
書
い
た
愛
さ

ん
は
「
上
手
に
書
け
た
と
思
い
ま
す
。
一

生
懸
命
勉
強
し
て
将
来
は
介
護
福
祉
士
に

な
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

田
之
浦
小
学
校
は
全
校
児
童
20
人
と
少

な
い
で
す
が
、
昼
休
み
に
は
全
員
で
遊
ぶ

日
も
あ
り
、
上
級
生
が
下
級
生
の
面
倒
を

み
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
や
か
く
れ
ん
ぼ
等
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

２
学
期
に
は
、
地
域
と
合
同
の
運
動
会

も
あ
り
子
ど
も
た
ち
は
、
身
体
を
鍛
え
た

り
、発
表
の
練
習
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

昼休みに全校児童で一緒に遊ぶ仲の良い子どもたち
（今村さんと種子田さんは後列の中央）
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サンポートしぶしアピア敬老の日特別企画のご案内
■パン作り教室　●とき 9月 21 日 ( 月 )　14:00 ～　●参加料：200 円
★前日までにインフォメーションへご予約をお願いいたします。おじいちゃ
　ん、おばあちゃんに焼きたてパンを作ってプレゼントしませんか？
■いこいの広場　●とき 9月 22 日 ( 火 )　● 65 歳以上のお客様限定
★アピア店内の試食品を準備いたしております。アピアでごゆっくりとおく
　つろぎください。
■もちつき大会　●とき 9月 23 日 ( 水 )　11:00 ～　15:00 ～
★ついたおもちはその場でプレゼントいたします。ぜひご参加ください。
■おじいちゃん、おばあちゃん似顔絵展
●期間 9月 10 日 ( 木 ) ～ 9 月 27 日 ( 日 )　●場所アピア店内通路
★市内の園児におじいちゃん、おばあちゃんの似顔絵を書いてもらっていま
　す。ぜひご覧ください。

■問い合わせ先　サンポートしぶしアピア　℡ 099-472-5111 まで

読者プレゼント

　　　浩
こうし

志ちゃん（6歳）　　　　（松山町泰野）
　　　桃

ももか

花ちゃん（4歳）
父　孝さん　　母　さつきさん

　よくケンカをしますが、すぐに仲なおりして
何事もなかった様に遊んでいます。
　ごはんは好き嫌いもなく何でも食べてくれ、
親が疲れていると気遣ってくれる優しいきょう
だいです。友達にも優しく、思いやりのある子
どもに育ってほしいです。　　　　（両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

鉄
てつ や

也さん（志布志町内之倉） 　24 歳
勤務先：志布志市立図書館
趣味：スポーツ
理想の異性：温かい人　夢は：教員になって部活動の顧問をすること！
休日の過ごし方：読書・ＤＶＤ、スポーツ、音楽鑑賞、ドライブ
今のお仕事はどうですか：元気のある先輩方と子ども達に逢えて嬉しいです。
志布志市に何を望みますか：スポーツ振興でまちを元気にしてほしい！
先輩から一言（市立図書館職員一同）：
　いつも、コツコツ一生懸命に仕事をしています。女性の多い職場なの
で、みんなからとてもかわいがられ頼りにされています。笑顔もめっちゃ
さわやかな好青年です。
　料理上手な「てっちゃん」。今度みんなにごちそうしてくださいね♡



さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

「
僻ひ
が

ん
」　

公こ
う
や約

く
ば
不ふ
ぐ
た
い
て
ん

倶
戴
天
で
僻ひ
が

ん
合よ

っ	

野
崎　

満
天

「
流は
や
い行
」　

風か

ぜ邪
言ち
ゅ

え
ば
流は
や
い行
じ
や
ね
か
ち
心せ

わ配
を
え
っ	

宮
原　

照
見

「
僻ひ
が

ん
」　

僻ひ
が

ん
合よ

っ
舵か
っ
と取
い
難の

さ儀
ん
六ろ
っ
か
こ
く

カ
国	

丸
目
南
兵
衛

「
先せ
ん
そ祖

」　

先せ
ん
そ祖

棚だ

ね
菓か
子
す
見み

は張
い
来く

い
腕け
す
い
ば
っ

白
坊
主	

畑
山　

敏
昭

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

熱
低
と
も
梅
雨
と
も
つ
か
ぬ
日
日
続
く
色
づ
く
稲
穂
の
豊
作
な
れ
ど	

畑
山
み
つ
き

朝
採
り
の
野
菜
上
ぐ
れ
ば
孫
嫁
は
瞳
細
め
て
あ
り
が
と
ふ
を
言
ふ	

福
元　
　

忍

祖
母
母
の
仕
事
ま
ね
し
て
梅
を
漬
け
三
日
三
晩
の
土
用
干
し
す
る	

徳
田　

将
人

茫
然
と
雨
だ
れ
見
つ
む
る
縁
先
に
足
の
痺
れ
る
ほ
ど
に
座
り
て	

矢
野　

む
つ

銭
じ
ゃ
な
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
魅
せ
ら
れ
て
悪
石
島
は
未
曽
有
の
賑
わ
い	

野
口　
　

嵐

お
早
う
と
過
ぎ
去
る
男
子
宇
都
中
生
老
い
の
歩
き
を
後
押
し
さ
れ
る	

川
崎　

サ
チ

守
ら
れ
て
飲
み
干
す
ビ
ー
ル
は
甘
か
っ
た
喉
ご
し
苦
き
ひ
と
り
の
夕
餉	

澤
津
川
頼
子

黄
泉
の
世
も
暑
い
で
す
か
と
尋
ね
た
く
日
陰
の
土
手
に
携
帯
握
る	

萩　
　

幸
子

ま
ど
ろ
み
て
床
を
は
な
れ
ぬ
夏
の
朝
カ
ー
テ
ン
ご
し
の
風
は
ゆ
り
か
ご	

木
下
マ
キ
子

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

独
り
身
の
素
肌
に
と
お
す
夏
ご
ろ
も	

永
山　

又
生

左
右
師
を
知
ら
な
い
夏
の
帽
子
買
う	

吉
田　

十
二

草
原
に
ピ
ン
ク
の
色
あ
り
夏
小
菊	

若
松
田
鶴
子

好
物
の
氷
菓
ふ
た
口
ま
た
眠
る	

坪
田　

秀
邑

反
骨
も
左
右
の
流
儀
よ
志
布
志
湾	

暉
峻　

康
瑞

眠
る
子
に
金
魚
は
泡
を
吐
き
つ
づ
け	

山
本　

節
子

夏
野
ゆ
く
ミ
ン
ト
の
匂
い
の
少
女
た
ち	

肥
後　

洋
子

初
つ
ば
め
私
を
斜
視
に
し
て
し
ま
う	

天
水
美
保
子

炎
昼
の
夏
野
の
果
て
は
志
布
志
湾	

東
平　

要
一

左
右
の
句
よ
め
ば
や
す
ら
の
落
ち
る
音	

肱
岡
ち
か
子

静
か
さ
や
誰
か
来
ぬ
か
と
待
つ
苺	

岩
根　

長
初

素
足
で
ゆ
く　

夢
の
青
野
が
果
て
る
ま
で	

藤
後
む
つ
子

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

腰
下
ろ
す
土
手
の
木む
く
げ槿
は
風
連
れ
て	

河
野　

通
人

流
れ
星
濁じ
ょ
く
せ世

の
闇
を
貫
け
り	

冨
山　

達
次

海
よ
り
の
風
新
涼
と
な
り
に
け
り	

米
澤　

二
郎

く
ろ
ぐ
ろ
と
根
子
岳
迫
り
秋
近
し	

冨
山　

茂
子

落
陽
や
晩
夏
の
風
に
吹
か
れ
を
り	

北
野　

治
美

風
鈴
や
吾
子
の
寝
息
の
心
地
よ
さ	

吉
村　

万
里

古
希
と
い
ふ
齢
よ
わ
い

の
我
や
蝉
時
雨	

目
黒　

文
恵

ひ
ま
わ
り
や
吾
が
出
番
だ
と
咲
き
誇
り	

本
村
ミ
ツ
子

夏
風
邪
や
細
り
し
腕
を
見
て
を
り
ぬ	

山
口
よ
し
子

天
の
川
愛
を
分
け
て
と
短
冊
に	

北
川　

雨
水

弾
け
と
ぶ
孫
等
の
声
や
鳳
仙
花	

奥
野
紀
代
子

落
ち
る
な
よ
葉
っ
ぱ
に
遊
ぶ
か
た
つ
む
り	

春
田　

良
子

田
の
面
に
浮
い
て
静
か
や
天
の
川	

馬
場
添
義
之

白し
ら
は
え

南
風
や
足
で
し
て
ゐ
る
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー	

和
田　

洋
文

お便り市民のこえに今月は 8通のお便りを頂きました。読者プレゼントのひまわり券と
石鹸かシャンプーを 5人の方に送ります。（イラストの投稿は濃い目に描いてください）

志
布
志
市
は
いい
所
で
す

　

私
は
末
吉
に
住
ん
で
い
ま
す
。
志
布

志
市
は
い
い
所
で
、
毎
年
、
港
ま
つ
り

等
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
ん
と
う
に
い
い
所
で
、
4
月
に
は

おし
が
っ
じ
ょ
か

釈
迦
祭
り
、
そ
の
後
は
夏
ま
つ
り
で

の
花
火
は
水
中
花
火
等
と
て
も
き
れ
い

で
す
。
毎
年
来
て
い
ま
す
が
、
飽
き
は

こ
な
い
も
の
で
す
。
自
衛
艦
の
見
学
な

ど
も
あ
り
、
本
当
に
楽
し
い
で
す
。
身

体
が
元
気
な
あ
い
だ
は
ず
っ
と
来
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
思
う

の
は
、
ご
み
の
持
ち
帰
り
を
放
送
等
で

呼
び
か
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ご

み
を
置
い
て
帰
る
人
が
い
て
と
て
も
残

念
に
思
い
ま
す
。

　
　
（
大
沢
津
ヨ
シ
子
60
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

ご
み
を
捨
て
て
帰
る
の
は
面
倒
く
さ

い
の
と「
自
分
の
家
を
汚
し
た
く
な
い
」

と
い
う
理
由
が
大
半
を
占
め
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
公
共
の
場
は
自

分
の
家
だ
と
思
え
ば
、大
切
に
使
う
し
、

ご
み
も
捨
て
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
志
の
ま
ち
」
と
い
う
け
れ
ど

　
「
志
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
夏
休
み

だ
か
ら
な
の
か
、
家
の
植
込
み
の
中
に

レ
ジ
袋
に
ス
ナ
ッ
ク
等
の
空
き
袋
の
ご

み
を
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
て
隠
す
よ
う
に

捨
て
去
っ
て
い
る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

問
題
は
、
た
だ
置
い
て
お
く
だ
け
で

は
な
く
、
発
見
し
づ
ら
く
置
い
て
あ
る

事
で
す
。
悪
い
事
と
自
覚
し
な
が
ら
も

「
持
っ
て
帰
る
の
は
面
倒
く
さ
い
」思
っ

て
行
動
し
て
い
る
の
で
す
。

　

昔
は
、
ご
み
箱
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
道
端
に
ご
み
が
落

ち
て
い
て
も
拾
っ
て
そ
こ
ま
で
捨
て
に

い
っ
た
り
し
た
も
の
で
す
が
、
エ
コ
エ

コ
と
い
い
な
が
ら
本
末
転
倒
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

10
年
も
経
て
ば
今
の
政
策
が
実
は
全

く
の
ム
ダ
だ
っ
た
と
笑
い
話
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
な
ど
が
そ

の
辺
に
捨
て
て
あ
っ
て
も
簡
単
に
拾
っ

て
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
今
風
に
言
え
ば

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
大
量
設
置
を

希
望
し
ま
す
。　
（
機
龍
改
44
歳
男
性
）

　
　
　
　

▼

　

最
初
は
罪
悪
感
を
持
っ
て
捨
て
て
い

た
も
の
が
、
繰
り
返
す
こ
と
で
罪
の
意

識
も
な
く
な
り
平
気
で
ご
み
を
捨
て
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
で
も
資
源
ご

み
の
回
収
が
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
が
あ
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

夏
休
み

　

子
ど
も
が
学
校
に
通
う
と
き
は
、
夏

休
み
の
す
ご
し
方
に
悩
ん
だ
も
の
で
し

た
（
小
中
学
校
）。
共
働
き
の
た
め
、

昼
は
親
不
在
。
昼
食
時
に
帰
宅
し
て
み

る
と
、
お
昼
ま
で
寝
て
い
た
り
・
・
・
。

　

学
童
保
育
の
無
い
時
代
、
一
人
っ
子

の
カ
ギ
っ
子
の
夏
休
み
は
、
宿
題
も
遊

び
も
親
は
見
守
る
と
い
う
よ
り
、
ど
こ

か
で
手
伝
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
大
学
生
と
な
り
、
家
を
離
れ
、

夏
休
み
バ
イ
ト
に
い
そ
し
み
盆
休
み
3

日
間
を
利
用
し
て
帰
宅
。
健
康
と
成
績
、

就
活
が
親
の
心
配
と
な
り
ま
し
た
。
一

人
暮
ら
し
を
始
め
て
、
い
っ
ぱ
し
の
事

を
話
す
姿
に
頼
も
し
い
思
い
も
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
夕
方
６
時
、
以
前
は
、

小
学
生
の
声
で
「
帰
り
ま
し
ょ
う
・・・
」

の
放
送
で
し
た
。
あ
の
放
送
が
復
活
で

き
た
ら
う
れ
し
い
な
ぁ
と
思
う
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
？
子
ど
も
の
帰
り
を

待
っ
て
い
た
夕
暮
れ
時
の
ヒ
ト
コ
マ
が

ふ
と
甦
っ
て
く
る
響
き
で
す
。

（
自
由
研
究
が
苦
手
で
す
52
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

黄
昏
時
に
セ
ミ
の
声
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
な
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
夕
方
の
放
送
に
つ
い
て
は
担
当
に

連
絡
い
た
し
ま
す
。
小
学
生
の
と
き
の

夏
休
み
の
思
い
出
は
、
い
つ
ま
で
も
心

の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
夏

休
み
の
思
い
出
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら

ま
た
、
お
便
り
く
だ
さ
い
。
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市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。
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短
歌
（
南
船
松
山
短
歌
会
）

退
院
と
な
り
た
れ
ど
ひ
っ
そ
り
と
窓
を
開
け
独
り
の
飯
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す	

畑　

美
佐
子

リ
ュ
ウ
マ
チ
に
断
念
せ
ざ
る
陶
芸
を
子
は
蚕
の
ア
ー
ト
と
な
せ
り	

前
原　
　

恭

空
洞
と
な
り
し
だ
れ
梅
実
を
つ
け
て
根
方
に
熟
れ
し
十
二
個
の
実
を
拾
ふ	

永
田
ミ
ツ
エ

誕
生
日
間
近
き
曾
孫
は
握
手
を
と
も
み
じ
の
様
な
手
を
差
し
出
し
ぬ	

隈
元　

チ
エ

学
生
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
や
土
よ
う
の
朝
走
り
た
き
犬
が
吠
え
止
ま
ず
な
り　

山
口　

良
子

不
自
由
な
右
手
に
少
し
力
入
れ
物
を
つ
か
め
て
拾
い
あ
ぐ
と
き
め
き	

野
口　

順
子

目
に
し
み
る
玉
葱
一
個
き
ざ
む
時
亡
き
子
に
か
か
わ
る
真
の
涙
と	

石
橋　

道
子

雨の中で行われた森山校区夏まつり

ボランティア清掃の後の集合写真

夏まつりで伝統芸能を披露（山重校区）

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2009.9



　

志
布
志
都
市
計
画
区
域
は
、
こ
れ
ま

で
志
布
志
町
の
市
街
地
を
含
ん
だ
区
域

を
中
心
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
県
の
都
市
計
画
審
議
会
の
審
議

を
経
て
、
平
成
21
年
７
月
28
日
付
で
、

有
明
町
通
山
地
域
の
一
部
の
区
域
に
都

市
計
画
区
域
を
拡
大
し
、
当
該
区
域
を

用
途
地
域
の
白
地
地
域
と
す
る
決
定
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
区
域
に

編
入
さ
れ
る
区
域
で
は
主
に
次
の
よ
う

な
変
更
点
が
あ
り
ま
す
。

①
区
域
内
で
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合

に
は
、
建
築
主
事
の
確
認
が
必
要
と
な

り
、
建
築
確
認
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。（
建
築
物
の
増
築
・
改
築
又
は
移

転
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
部

分
の
床
面
積
が
10
平
方
㍍
を
超
え
る
場

合
は
必
要
と
な
り
ま
す
。）

②
建
築
基
準
法
の
集
団
規
定
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
容
積
率
や
建
ぺ
い
率
、

接
道
義
務
等
の
規
制
が
発
生
し
ま
す
。

③
３
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
開
発
行
為

を
行
う
場
合
に
は
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
き
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
、

届
け
出
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

④
５
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
土
地
取
引

を
行
う
場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
き
届
出
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
は
、
今
回
志
布
志

都
市
計
画
に
編
入
さ
れ
る
区
域
に
つ
い

て
、
建
築
物
の
容
積
率
等
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
容
積
率（
敷
地
面
積
に
対
す
る
延
べ
床
面
積
）

　
　
　
　
　

４
０
０
㌫

■
建
ぺ
い
率（
敷
地
面
積
に
対
す
る
建
築
面
積
）

　
　
　
　
　
　
　

70
㌫

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
建

設
課
都
市
計
画
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
都
市
計
画
係

　

℡ 

４
７
４
ー
１
１
１
１

（
内
線
４
５
２
・
４
５
３
）

志
布
志
都
市
計
画
区
域
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

新たに志布志都市計画区域に含
まれる地域（－で囲まれた区域）

　畑かんの県営事業は曽於東部地区（松山町、志布志町）が平成 23 年度、曽於南部地区（有明町）が平成 24 年度（一
部は平成 25、26 年度）まで実施する計画です。この県営事業実施期間中であれば、受益農家の方は約２割（20.25％）
の負担で散水器具を設置することができます。
　また、給水栓がまだ設置されてないという方はいらっしゃいませんか？県営事業では給水栓の設置には自己負担はあり
ませんので、給水栓設置のご希望のある方は早めにご連絡ください。
　給水栓も散水器具も県営事業が完了しますと補助が無くなり、全額自己負担での設置になります。
　期限直前に申し込みをされますと、整備されるのにある程度の時間が必要であることや、予算が不足する事態も想定さ
れますので、お早めに市役所農政課畑かん推進室、松山支所産業振興室、志布志支所産業振興室又は下記の土地改良区ま
でお申し込みください。
　　地　　区 　申 込 期 限 　土 地 改 良 区 　住所・連絡先

曽於東部（松山町、志布志町） 平成 23 年３月末 曽於東部土地改良区
松山町新橋 268
（志布志市松山支所内）
℡ 099-487-2986

曽於南部
（有明町）

野神、山重、原田、蓬原の一部 平成 24 年３月末

曽於南部土地改良区
大崎町野方 6482-7
（松ヶ鼻ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ横）
℡ 099-471-0171

伊﨑田、野井倉、蓬原の一部 平成 25 年３月末

原田の一部 平成 26 年３月末

※散水器具の種類によっては、補助対象とならない場合がありますのでご確認ください。
■畑かん散水器具の種類について
　畑かん散水器具の主な種類と 10 ａ当たりの概算工事費及び概算農家負担額は次のとおりです。

　　　　　　　　　　　（金額は平成 20 年 10 月現在）
※概算農家負担額は、器具の形式や価格変動、畑の形状、
又は固定式か移動式かなどによっても異なりますのでご
了承ください。また、上記以外にも様々なタイプのもの
がありますのでご相談ください。

畑地かんがい事業のお知らせ
畑かん散水器具が約２割の負担で設置できます！！

散　水　器　具　名 概算工事費 概算農家負担額
茶防霜スプリンクラー 約 70 万円 約 142,000 円
普通畑スプリンクラー 約 23 万円 約 47,000 円
　〃　噴射ホース 約 14 万円 約 29,000 円
　〃　レインガン 約 23 万円 約 47,000 円

■問い合わせ先

市役所農政課畑かん推進室　　　　　℡ 474-1111

松山支所産業振興室　　　　　　　　℡ 487-2111

志布志支所産業振興室　　　　　　　℡ 472-1111

曽於畑地かんがい農業推進センター（県）　℡ 099-482-2547
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こ
た
つ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市の人口　　7月 31 日現在
人　口	 34,507 人	 	 （2）
男　性	 16,243 人	 	 （△ 13）
女　性	 18,264 人	 	 （△ 7）
転　入	 103 人	 　転　出	 　88 人
出　生	 22 人	 　死　亡	 　35 人
世帯数	 15,692 戸	 	 （△ 6）

 志布志港　平成 21 年 6月分

　①入港隻数	 	 71 隻
　　（日本 0、外国 71）
　②輸出	 8 億 26 百万円
　③輸入	 89 億 31 百万円

資料　鹿児島税関支署

防犯ボランティア地域交流会 in 志布志
～心でつなぐ　あんしん　志布志・大崎～

10 月 2 日（金） 13:30 ～ 17:00

　　　　やっちくふれあいセンター
演題：「子どもと携帯電話」～ネットいじめと保護者の責任～
今、子どもたちに何が起こっているのか？学校裏サイト・ネッ
トいじめは、出会い系サイトより深刻！子どもたちのケータイ
遊びの現状について講演します。

■志布志高校音楽部による演奏のほか意見発表やＤＶＤ上映もあります。
■問い合わせ先　志布志地区防犯協会・志布志警察署　℡ 472-0110

基
調
講
演

入場無料

テーマ：今、ケータイ問題に親としてどう取り組むか？

講師：辻慎一郎先生



ストップ滞納
■問い合わせ先　本庁税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152）

　市では、市税等の口座振替を推進しています。この機会に安心・確実・便利な口座振替をご利用ください。
ご希望がありましたら自治会単位で口座振替の手続き等について説明に伺います。

安心・確実・便利な口座振替をご利用ください

　今回は、原動機付自転車や軽自動車などをお持ちの方に課
税される「軽自動車税」について説明します。
■軽自動車税とは
　原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪の小
型自動車（以下「軽自動車等」という。）に対して、主たる
定置場所在の市町村において、その所有者に課税される税金
のことを言います。
※主たる定置場…軽自動車等の運行を休止した場合において
　主として駐車する場所をいいます。
■賦課期日について
　賦課期日は４月 1日であり、毎年４月１日現在において、
軽自動車等を所有している方に対して課税されます。
■納期について
　納期は、条例の定めにより５月となっています。
■税額について
　税額は、次の表のとおりです。

車両区分（排気量） 年税額（円）

原動機付自転車

50 ｃｃ以下 1,000
50 ｃｃ超～ 90 ｃｃ以下 1,200
90 ｃｃ超～ 125 ｃｃ以下 1,600
ミニカー 2,500

軽自動車

二輪車 2,400
三輪車 3,100
四輪以上　乗用　営業用 5,500
四輪以上　乗用　自家用 7,200
四輪以上　貨物　営業用 3,000
四輪以上　貨物　自家用　 4,000

小型特殊自動車 農耕作業用 1,600
その他のもの 4,700

二輪の小型自動車 二輪小型自動車 4,000

■手続きについて
50cc 以下の原動機付自転車では、適正な手続きを行わずに、
譲渡しているケースもありますので、必ず行ってください。
　名義変更の手続きをしないままですと、あなたに納税通知
書が届けられるだけでなく、思いもよらないトラブルなど
に巻き込まれてしまうおそれもありますので、軽自動車等を
譲ったり、又は譲り受けた場合には必ず名義変更の手続きを
してくださるようお願いします。
※手続き先は、車種により、異なりますので、充分ご注意く
ださい。
※年度末（3月）に廃車する場合、各機関とも手続きに時間がかか
ることが予想されますので、余裕を持って手続きしてください。
■手続き・問い合わせ先一覧表
　車　　　　種 　手続き・問い合わせ先

原動機付自転車（125cc 以下）
小型特殊自動車（農耕用含）
ミニカー

市役所税務課
　　℡ 474-1111（内線 144）
松山支所地域振興課
　　℡ 487-2111（内線 223）
志布志支所税務課
　　℡ 472-1111（内線 233）

軽自動車

（社）全国軽自動車協会連合会
　　鹿児島県事務取扱所
　　℡ 099-261-4011
軽自動車検査協会鹿児島事務所
　　℡ 099-262-0606

126㏄～ 250cc 以下の二輪車
（社）全国軽自動車協会連合会

　　鹿児島県事務取扱所
　　℡ 099-261-4011

250cc を超える二輪車 九州運輸局鹿児島運輸支局
　　℡ 050-5540-2089

※必要な書類につきましては問合せ先におたずねください。

～税まめ知識シリーズ ⑧～�　『�����������������軽自動車税（けいじどうしゃぜい）�』

　市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々な取組を行っ
ています。
　特に、悪質滞納者（納入意識が極端に低い者）には、今後も以下のような厳格・公正
な滞納処分を実施し、滞納税額の圧縮を図ってまいります。

   差押を実施した人数　　���８６人
（平成 21 年��������  ��４�������  ��月～平成 21 年��８�月）

■差押の内容　●給与　11 人　●預貯金　20 人　●不動産　22 人　●債権　33 人

■タイヤロックによる差押予告書の発送（随時）　■過年度滞納者への差押予告書の発送（随時）
※納税は国民の三大義務のひとつです。税金は、国及び地方公共団体の財政収入の大部分を占め、国及び地方
公共団体の活動の基礎をなすものであることから、税金の徴収は、国及び地方公共団体の財政力を確保する上
で最も重要性を有するものです。
　また、税負担の公平性という考え方からも、納税は極めて重要であり、税債権を確保するために差押や納税
義務の拡張などさまざまな内容を強制的に執行することができます。

※軽自動車等の所有者が死亡したときは、名義変更、または廃車の手続きを必ずしてください。
※身体障害者等に対する軽自動車税の減免もありますので、詳細については、　税務課市民税係までお問い合わせください。

　　今月の納税	 納付期限　9 月 30 日（水）　口座振替日　9 月 25 日（金）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

	 固定資産税（3 期）　　国民健康保険税（5 期）
	 介護保険料（5 期）　　後期高齢者医療保険料（5 期）
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市
税
の
災
害
減
免
に
つ
い
て

　

風
水
害
、
火
災
、
震
災
な
ど
の
災
害
等
で
被

害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
固
定
資
産
税
、
市
民

税
、
国
民
健
康
保
険
税
が
免
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
当
該
年
度
の
う
ち
被
害
を
受
け
た

日
以
降
に
納
期
の
末
日
が
到
来
す
る
税
額
に
つ

い
て
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
土
地
ま
た
は
家
屋
の
被
害(

損
害)

の
程
度
、
市
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
は
住
宅
、
家
財
ま
た
は
そ
の
他
の
財
産
の

被
害(

損
害)
の
程
度(

保
険
金
等
で
補
て
ん

さ
れ
る
べ
き
額
を
除
い
た
損
害
額
が
価
格
の
10

分
の
３
以
上
に
限
る)

、
前
年
の
所
得
金
額
等

で
減
免
の
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

　

災
害
減
免
を
受
け
ら
れ
る
方
は
被
害
を
受
け

た
日
か
ら
30
日
以
内
、
納
期
限
７
日
前
ま
で
に

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
本
庁
税
務
課
、

松
山
支
所
市
民
課
税
務
係
、
志
布
志
支
所
税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
も
災
害
減
免
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
税
務
課　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

　

市
民
税
係
（
内
線
１
４
３
～
１
４
６
）

　

固
定
資
産
税
係
（
内
線
１
５
４
～
１
５
６
）

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
税
務
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

●
志
布
志
支
所
税
務
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）
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「市たばこ税」

たばこは、志布志市内でお買い求めくださるようご協力をお願いします
　市たばこ税は、製造たばこの製造者、特定販売業者または卸売販売業者が市内の小売販売業者に売り渡した「た
ばこ」に対して課税されます。
　市たばこ税の税率は、1,000 本につき 3,298 円で、１本
あたり 3.298 円となります。ただし、旧３級品は、1,000
本につき 1,564 円となります。

（例）１箱 300 円の商品の場合
 １箱あたり65.96円が市たばこ税としての収入になります。
　また、１日１箱たばこを吸う方は、年間で約 24,075 円
の市たばこ税を納めていることになります。
■旧３級品とは
　●「わかば」　●「エコ－」　●「しんせい」
　●「ゴ－ルデンバット」　●「ウルマ」　●「バイオレット」の６品を言います。
■市たばこ税の収入はどのくらいあるの？
　平成 19 年度決算額は約 3億 1,500 万円で、年々減少傾向にあり、前年度比 5.8 パーセントの減となっています。
　減少傾向は、平成 21 年度も続いていますが、税収の約 10 パーセントを占める貴重な財源です。
■たばこは、志布志市内で買いましょう ! 
　志布志市内でたばこを買っていただくと、市の税収となり、その税金は市民の皆様方のために使われることにな
ります。また、旅行や出張の際は、できるだけ市内でたばこを購入するよう併せてお願いします。
※喫煙の際には、マナーに気をつけましょう。
※たばこを自動販売機でご購入する際は、成人識別 IC カード「taspo（タスポ）」が必要になっ
ています。「taspo（タスポ）」カードをお持ちでない方は、この機会に、是非申し込みをお願い
します。詳しくは、最寄りのたばこ販売店へお問い合わせください。
■問い合わせ先　志布志市役所　税務課　市民税係　　℡ 474-1111（内線 144）

平成21年度 滞納処分等実施状況について
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配
偶
者
の
退
職（
失
業
）に
よ
り
第
３

号
被
保
険
者
の
資
格
を
失
っ
た
と
き

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
の
加
入
者
）
の
被
扶
養
配
偶
者
は
、「
第

３
号
被
保
険
者
」
と
し
て
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
す
が
、配
偶
者
が
退
職
（
失

業
）
し
て
失
職
す
る
と
、
夫
婦
と
も
に
市

区
町
村
役
場
で
国
民
年
金
の
「
第
１
号
被

保
険
者
」
に
な
る
た
め
の
手
続
き
を
行
い
、

お
一
人
、月
額
１
万
４
６
６
０
円（
21
年
度
）

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
第
１
号
被
保
険
者
は
、
原
則
、
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

前
納
の
お
勧
め

　

国
民
年
金
に
は
、
１
年
分
又
は
６
カ
月

分
な
ど
、定
め
ら
れ
た
月
数
分
に
つ
い
て
、

保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引
に
な
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、
夫

婦
お
二
人
で
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る

の
は
大
変
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
蓄
え
が
あ

る
方
に
は
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
の
減
額
を
防
ぐ
た
め
に
、
前
納
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

前
納
の
割
引
率
は
、
最
大
で
年
2
・
1

㌫
（
口
座
振
替
で
平
成
21
年
度
の
１
年
分

の
保
険
料
を
前
納
し
た
場
合
の
実
績
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
の
１
年
分
の
保
険
料
の
前

納
額
等
は
、
平
成
22
年
２
月
の
上
旬
ま
で

に
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

退
職
（
失
業
）
時
の
特
例
免
除
制
度

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、市
区
町
村
役
場
に
申
請
し
て
、

認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
免
除
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

申
請
者
本
人
は
も
ち
ろ
ん
世
帯
全
員
の
前

年
の
所
得
が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

特
に
、
配
偶
者
が
免
除
申
請
す
る
年
度
又

は
そ
の
前
年
度
に
退
職
（
失
業
）
し
た
場

合
は
、「
特
例
免
除
」
と
い
っ
て
、
退
職
し

た
配
偶
者
本
人
の
所
得
の
状
況
を
除
外
し

て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
所
得
制
限
の

審
査
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、

①
免
除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
・

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
資
格
期
間
の
25
年

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

②
免
除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の

２
分
の
１
の
年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

③
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

※
そ
の
他
、
免
除
制
度
、
前
納
制
度
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
志
布
志
市
役
所
又
は

鹿
屋
社
会
保
険
事
務
所
（
℡
０
９
９
４
ー

42
ー
５
１
２
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

　平成 20 年度の情報公開・個人情報保護制度の運用状況を志布
志市情報公開条例及び志布志市個人情報保護条例に基づき次のと
おり公表します。
１　情報公開

内容
実施機関

開示
請求

決 定 内 容 不服申
立て等全部開示 部分開示 取り下げ 不開示 不存在

市長部局※1 7 件 3 件 3 件 0 件 0 件 1 件 0 件
市長部局以外※2 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件
※１	 市長部局には、水道事業も含まれます。
※ 2	 市長部局以外とは、議会、教育委員会、選挙管理委員会、監
	 査委員、農業委員会及び固定資産評価審査委員会をいいます。
２　個人情報保護
　開示請求、訂正請求、利用停止請求及び不服申立て等のいずれ
も０件でした。

■情報公開制度
　情報公開制度とは、市が保有する公文書を市民の
皆さんの請求に応じて公開する制度です。
　このことは、市政に対する市民の理解と信頼を深
め、市民参加による公正で開かれた市政の推進を図
ることを目的としています。 
■個人情報保護制度
　個人情報保護制度とは、個人情報の適正な取扱い
を確保し、誰もが市の保有する自己情報の開示、訂
正及び利用停止の請求ができる制度です。 
　このことは、市政の適正で円滑な運営を図り、個
人の権利利益を保護することを目的としています。
　　　　　　　■問い合わせ先　総務課行政係
　　　　　　　　　　　　℡ 474-1111（内線 225）

平成 20 年度� 情報公開・個人情報保護制度運用状況

市 営 住 宅 空 き 家 情 報　（ 松 山 地 区 ）
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
■松山団地１００号　　３階建の１階　３DK　最低家賃は１５，６００円
■松山団地１０２号　　３階建の２階　３DK　最低家賃は１５，６００円
■城西団地１８６号　　長屋　　　　　３K   　最低家賃は１０，０００円
　※家賃は所得に応じて決定
■問い合わせ・申込先
　●市役所建設課管理係　℡ 474-1111（内線 467）　●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

松山団地
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は
い
は
い
学
校

　
「
無
料
の
商
品
を
配
る
」
と
い
う
言
葉

に
誘
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

た
だ
で
、
も
ら
え
る
か
ら
と
安
易
に
つ
い

て
い
く
と
「
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
高
い
布

団
や
健
康
食
品
を
買
わ
さ
れ
た
」
な
ど
の
被

害
に
つ
な
が
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

は
い
は
い
学
校
は
、
正
式
に
は
催
眠
商

法
と
い
い
ま
す
。

　

催
眠
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
そ
の
場
所

で
は
「
今
、
買
わ
な
け
れ
ば
損
だ
」
と
い

う
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
健
康
に
良

い
と
い
う
言
葉
に
人
間
は
、
と
て
も
弱
い

も
の
で
す
。
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

■
も
し
買
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

契
約
書
を
も
ら
っ
た
日
か
ら
８
日
間
以

内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
い
う
解

決
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

に
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

被
害
に
あ
っ
た
ら

す
ぐ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

　

被
害
に
あ
っ
た
と
自
覚
し
て
い
る
方
で

も
、
誰
に
も
相
談
し
な
い
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
恥

ず
か
し
く
思
い
、迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
、

だ
ま
さ
れ
た
自
分
が
悪
い
と
自
ら
を
責
め

る
方
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
業
者
の
中
に
は
、
巧
み
な

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
不
安
を
あ
お
っ
た
り

「
誰
に
も
言
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
口
止

め
を
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
相
談
窓
口

●
市
役
所
本
庁
港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
５
４
）

消
費
生
活
相
談
員
便
り
vol.1

定年引上げ等奨励金

(1) 中小企業定年引上げ等奨励金 ( 拡充 )
　常用被保険者が 300 人以下の事業主が労働協約又は就業
規則その他これに準ずるものにより、「65 歳以上への定年の
引上げ」、「希望者全員を対象とする 70 歳以上までの継続雇
用制度の導入」又は「定年の定めの廃止」、「65 歳前に契約
期間が切れない契約形態による希望者全員を対象とする 65
歳以上までの継続雇用制度の導入」等を実施した場合に、当
該中小企業事業主に対して一定額が支給されます。
(2) 高年齢者雇用モデル企業助成金 ( 新設 )
　70 歳以上まで働くことができる新たな高年齢者の職域の
拡大、人事処遇制度の改善、高年齢者の積極的な活用をする
事業主が計画の認定を受け、モデル性や地域における波及効
果のある取組みを実施した事業主に対し、当該取組の実施に
要した費用の 2分の 1に相当する額 500 万円を限度として
支給されます。

(3) 中小企業高年齢者雇用確保実現奨励金 ( 新設 )
　中小企業高年齢者雇用確保実現奨励金は、傘下の中小企業
事業主に対する雇用確保措置の導入、その他必要な雇用環境
の整備に係る相談・指導等を実施した事業主団体等 ( 事業協
同組合、商店街振興組合、商工会議所、商工会 ) に対して支
給されます。

高年齢者等共同就業機会創出助成金

　45 歳以上の高年齢者等 3人以上が、自らの職業経験等を
活用することなどにより、共同して事業を開始し、労働者を
雇い入れて継続的な雇用・就業機会を創出した高年齢者 ( 事
業主 ) に対し、事業の開始に要した一定範囲の費用について、
500 万円を限度に助成されます。
■問い合わせ先
　( 財 ) 鹿児島県雇用支援協会　℡ 099-219-2000（助成金係）

■日時　10 月 25 日（日）雨天決行
■場所　有明農業歴史資料館・体験館
■受付時間　9:30 ～ 10:00　■終了予定　16:00
■参加費　500 円
■対象者　23 歳以上の独身の方ならどなたでも
■募集人数　男性 10 人　女性 10 人　※エプロンをお持ちの方は持ってきてください。
■主催　志布志市青年団連絡協議会
■申込・問い合わせ先　市役所企画政策課　℡ 474-1111（内線 252・256）

第 3回カップリングパーティー

ラブフェス 内容：そば作り体験！
秋と言えば…「読書の秋」「ス
ポーツの秋」「食欲の秋」
食欲の秋にちなんで、そば作り
体験をしながら交流を深めてみ
ませんか？

申込締切！
10 月 10 日まで
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当初２年固定　１．３０％
当初３年固定　１．３５％
当初５年固定　１．４０％

当初10年固定　１．９０％
当初15年固定　２．５０％
当初20年固定　２．６５％

※金利は平成 21 年 9月 1日現在です

お問い合わせ先　そお鹿児島農業協同組合 ℡099-482-6807（本　　所）
　　　　　　　　　　　 　099-487-2323（松山支所）
　　　　　　　　　　　 　099-472-1362（志布志支所）

※給与又は公共料金3件以上の振込みを指定されますと更に0.2％軽減致します！
　特約終了後は、更にその時点の基準金利から 0.9％軽減致します！

休 日 ロ ー ン 相 談 会 開 催
松 山 支 所 ：毎月第３日曜日にローン相談会を開催致します。
志布志支所 ：毎月第４日曜日にローン相談会を開催致します。

広告

■ＪＡそお鹿児島　本所　　　℡099-482-6812
　　　　　　　　　松山支所　℡099-487-2323
　　　　　　　　　志布志支所　℡099-472-1362

※詳しくは、窓口へお問い合わせください。
※ご成約された方には、もれなく粗品進呈！！

特賞　地元農産物 5千円分　  県下５００名様
１等　商品券　２千円分　　　１０本（当ＪＡ）
２等　商品券　１千円分　　　２０本（当ＪＡ）

ＪＡバンク

キャンペーン期間 ４／１（水）～１１／３０（月）
期間中、ＪＡバンクに年金振込をご指定いただいた方に
　　　　　　　　　　　抽選で素敵な商品をプレゼント！！

広告
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「
定
額
給
付
金
」の
申
請
期
限
は

10
月
１
日
（
木
）
で
す

　

現
在
、
市
で
は
定
額
給
付
金
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
定
額
給
付
金
の
申
請
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
定
額
給

付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
定
額
給
付
金
な
ど
の
給
付
を

装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人

情
報
の
だ
ま
し
取
り
」
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

長
寿
を
お
祝
い
！
敬
老
祝
金
に
つ
い
て

　

敬
老
祝
金
は
、「
老
人
の
日
」
に
合

わ
せ
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
々
を
讃
え
、

長
寿
を
お
祝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
志
布
志
市

に
住
民
票
が
あ
り
、
志
布
志
市
で
生
計

を
営
ん
で
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者
と
金
額

●
喜
寿
祝
い
（
数
え
77
歳
）（
３
千
円
）

　

昭
和
８
年
１
月
１
日
か
ら

　

昭
和
８
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
米
寿
祝
い
（
数
え
88
歳
）（
１
万
円
）

　

大
正
11
年
１
月
１
日
か
ら

　

大
正
11
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
白
寿
祝
い
（
数
え
99
歳
）（
３
万
円
）

　

明
治
44
年
１
月
１
日
か
ら

　

明
治
44
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
満
80
歳
の
方　
　
　
　
　
（
３
千
円
）

　

昭
和
３
年
９
月
２
日
か
ら

　

昭
和
４
年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
満
85
歳
の
方　
　
　
　
　
（
５
千
円
）

　

大
正
12
年
９
月
２
日
か
ら

　

大
正
13
年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
満
90
歳
の
方　
　
　
　
　
（
１
万
円
）

　

大
正
７
年
９
月
２
日
か
ら

　

大
正
８
年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
満
95
歳
の
方　
　
　
　
　
（
２
万
円
）

　

大
正
２
年
９
月
２
日
か
ら

　

大
正
３
年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
満
１
０
０
歳
以
上
の
方
（
５
万
円
）

　

明
治
42
年
９
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）

●
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

「
宝
く
じ
桜
配
布
事
業
」
募
集

に
つ
い
て

　

こ
の
事
業
は
財
団
法
人
日
本
宝
く
じ

協
会
の
助
成
を
得
て
、
財
団
法
人
日
本

さ
く
ら
の
会
が
実
施
し
て
い
る
さ
く
ら

の
無
償
配
布
事
業
で
す
。

　

桜
の
若
木
を
配
布
し
、
桜
の
育
成
活

動
を
通
し
て
地
域
の
景
観
の
向
上
、
環

境
整
備
に
寄
与
し
、
将
来
植
栽
地
が
さ

く
ら
の
名
所
と
称
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

希
望
す
る
団
体
、
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
等
の

伐
採
の
お
願
い

　

市
内
各
所
で
山
林
や
個
人
宅
の
生
垣

や
庭
木
の
枝
葉
が
剪
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
道
路
ま
で
大
き
く
張
り
出
し
て
い

る
様
子
が
良
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

道
路
ま
で
張
り
出
し
た
枝
や
葉
は
通

行
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

見
通
し
を
悪
く
す
る
こ
と
で
交
通
事
故

の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
有
地
に
植
生
す
る
木
は
土
地
所
有

者
の
方
に
所
有
権
が
あ
る
た
め
に
、
市

で
は
勝
手
に
切
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
土
地
所
有
者
の
方
で
剪
定･

伐
採

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、
安
全

に
か
つ
安
心
し
て
道
路
を
利
用
で
き
る

よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

具
体
的
に
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

剪
定
や
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
道
路
や
歩
道
へ
樹
木
等
が
張
り
出
し

て
い
る
。（
地
上
か
ら
４
・
５
㍍
は
確
保

し
て
く
だ
さ
い
。）

●
枯
木
や
枯
れ
枝
等
に
よ
る
通
行
へ
の

障
害
が
あ
る
。
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ

る
。

●
竹
木
等
の
繁
茂
に
よ
り
通
行
に
支
障

が
あ
る
。
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
。

　

樹
木
等
の
張
り
出
し
や
倒
木
等
に
よ

り
、
歩
行
者
や
自
動
車
等
の
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
樹
木
等
の
所
有
者
が
責

任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
民
法
第
７
１
７
条　

土
地
の
工
作
物

等
の
占
有
者
及
び
所
有
者
の
責
任

※
道
路
法
第
43
条　

道
路
に
関
す
る
禁

止
行
為

　

作
業
に
当
た
っ
て
は
電
線
や
電
話
線

が
近
く
に
あ
る
場
合
は
危
険
で
す
の
で
、

事
前
に
九
州
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
支
店
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
、
ま
た
、
通
行
す

る
車
両
や
歩
行
者
等
の
安
全
の
確
保
と

自
身
の
安
全
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
建
設
課
維
持
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
６
４
）

鹿
児
島
県
身
障
者
用
駐
車
場
利

用
制
度
（
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で

は
、
障
害
の
あ
る

方
や
高
齢
の
方
、

妊
産
婦
な
ど
歩
行

が
困
難
な
方
が
身
障
者
用
駐
車
場
を
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
県
内
共
通

の
利
用
証
を
発
行
す
る
「
鹿
児
島
県
身

障
者
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
（
パ
ー
キ

ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
）」
を
平
成
21

年
11
月
か
ら
始
め
ま
す
。

　

利
用
証
は
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
か
ご
し
ま

及
び
県
地
域
振
興
局
・
支
庁
等
に
お
い

て
、
交
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
証
を
お
持
ち
で
な
い

方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
制
度
の
趣

旨
を
御
理
解
の
上
、
障
者
用
駐
車
場
に

駐
車
し
な
い
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

県
障
害
福
祉
課

　

℡
０
９
９
ー
２
８
６
ー
２
７
４
６

　

U
RL=http://www.pref.kagoshim

a.jp/

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た

め
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付

な
ど
の
支
援
に
つ
い
て

　

２
０
１
１
年
７
月
ま

で
に
今
ま
で
の
テ
レ
ビ

放
送
（
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
）
は
終
了
し
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
み
な
さ
ま

の
テ
レ
ビ
を
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

対
応
に
か
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
番
組
を
見
る

た
め
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に

買
い
か
え
る
か
、
お
手
持
ち
の
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
に
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
」
を
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

総
務
省
で
は
、
そ
の
た
め
の
簡
易

チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

■
誰
が
支
援
を
受
け
ら
れ
る
？

　

生
活
保
護
世
帯
、
市
町
村
民
税
非
課

税
の
障
害
者
世
帯
な
ど
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

信
料
の
全
額
免
除
を
受
け
て
い
る
世

帯
」
が
対
象
で
す
。（
す
で
に
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
さ
れ
て
い
る
世

帯
は
対
象
外
で
す
。）

■
ど
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
？

①
今
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
つ

な
ぐ
こ
と
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。（
テ

レ
ビ
は
給
付
し
ま
せ
ん
。）

②
ア
ン
テ
ナ
工
事
が
必
要
な
場
合
は
そ

の
支
援
も
行
い
ま
す
。

■
い
つ
か
ら
そ
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
？

　

平
成
21
年
10
月
１
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
。（
た
だ
し
、
申
込
先
や
方
法
は

ま
だ
未
定
で
す
。）

■
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
点

①
こ
の
支
援
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
受
信
契
約
を
結
び
、
受
信
料
の

全
額
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
生
活
保
護
世
帯
、
市
町
村
民
税
非
課
税

の
障
害
者
世
帯
な
ど
で
、
全
額
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
証
明
を
、

市
役
所
福
祉
課
に
て
受
け
て
か
ら
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

す
で
に
全
額
免
除
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
再
度
免
除
に
関
す
る
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無

償
支
援
の
申
込
み
の
み
に
な
り
ま
す
。

②
現
物
支
給
の
た
め
、
ご
自
身
で
購
入

し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
等
に
対

し
て
の
支
援
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
ー
０
７
ー
０
１
０
１

農
業
用
マ
ル
チ
は
周
辺
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
適
正
に
処
理

し
て
く
だ
さ
い

　

甘
し
ょ
・
野
菜
等
で
多
く
使
用
さ
れ

る
マ
ル
チ
用
の
農
ポ
リ
及
び
ハ
ウ
ス
用

の
ビ
ニ
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
、
周
辺
ほ

場
及
び
周
辺
住
民
の
迷
惑
と
な
ら
な
い

よ
う
適
正
に
処
理
し
ま
し
よ
う
。

■
迷
惑
と
な
る
事
例

●
側
溝
に
落
ち
て
詰
ま
る
。

●
風
で
飛
ば
さ
れ
電
線
や
木
に
巻
き
つ
く
。

●
生
分
解
性
マ
ル
チ
に
お
い
て
、
破
片

が
周
辺
に
飛
散
す
る
。

●
ビ
ニ
ー
ル
の
破
片
が
川
へ
流
れ
込

み
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

■
迷
惑
と
な
ら
な
い
た
め
に
！

●
マ
ル
チ
を
剥
い
だ
後
、
い
つ
ま
で
も

ほ
場
周
辺
に
放
置
せ
ず
速
や
か
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

●
生
分
解
性
マ
ル
チ
に
お
い
て
は
収
穫

後
、
風
に
よ
り
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
は
何
度
か
土
の
中
へ
鋤
き
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
と
同
時
に
農
家
の
排
出
す
る
農

ポ
リ
・
農
ビ
は
産
業
廃
棄
物
で
す
の
で
、

野
焼
き
・
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
廃
プ
ラ
回
収
に

出
し
て
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
処
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課
農
政
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
３
）

橋
梁
点
検
の
お
し
ら
せ【
全
面
通
行
止
め
】

　

志
布
志
市
の
市
道
橋
に
お
い
て
、
橋
梁

点
検
車
を
使
用
し
た
点
検
を
行
い
ま
す
。

■
松
山
地
区

●
城
西
橋
（
10
月
21
日
～
22
日
）

■
志
布
志
地
区　
●
高
吉
橋
（
10
月
５
日
）

●
宝
満
橋
（
10
月
８
日
）

●
白
木
八
重
橋
（
10
月
16
日
）

■
有
明
地
区　

●
田
尾
橋（
大
型
車
の
み
10
月
13
日
～
15
日
）

●
中
野
橋
（
10
月
28
日
～
29
日
）

　

点
検
期
間
中
、
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
通
行
止
め
に
な
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
付

近
の
迂
回
路
看
板
並
び
に
交
通
整
理
員

の
指
示
に
従
っ
て
迂
回
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
天
候
並
び
に
工
程
等
で
前
後

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
役
所
建
設
課
建
設
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
６
２
）
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９
月
は
発
達
障
害
福
祉
月
間
で
す

　

知
的
障
害
の
あ
る
人
々
が
、
地
域
社
会

の
中
で
皆
さ
ま
と
共
に
生
き
る
共
生
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
９
月
を
福
祉
月
間
と

定
め
て
毎
年
全
国
的
な
広
報
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
で
も
障
害
を
も
つ
方
々
の
社

会
参
加
へ
の
働
き
か
け
と
し
て
、
９
月
５

日
に
障
害
者
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
障

害
者
文
化
活
動
発
表
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課 

社
会
福
祉
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
０
）

広告

安全のために皆様のご協力をお願いいたします
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■基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されていた
水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

『専門医公募』のお知らせ

　鹿屋医療センターでは、次に掲げる常勤の専門医を公募
しています。
●消化器内科医　１名
●総合診療科医　（内科医、外科医又は精神科医）１名
 問い合わせ・連絡先　県民健康プラザ鹿屋医療センター
　　　　　　℡ 0994-42-5101

公証週間（10月1日～7日）公証役場をご存じですか

　公証制度とは、金銭貸借などの大切な契約書や遺言書な
どについて、公証人が作成する公正証書によってトラブル
の防止を図る制度です。
■遺産をめぐる骨肉の争いを防ぐために、愛のメッセージ
　としての遺言をしておきたいとき。
■金銭消費貸借、借地借家、債務弁済、売買、任意後見、
　養育費等の大切な契約を公正証書で作成するとき。
■私署証書の認証、外国文認証、宣誓認証、定款認証、確
　定日付等
■公正証書には、強い証拠力と裁判を経ないで強制執行で
　きる執行力があります。
　10 月 3 日（土）10 時から 16 時までは、鹿屋公証役場
において相談に応じています。
　相談は無料ですからお気軽にご相談ください。
 問い合わせ先　鹿児島県鹿屋市西原四丁目１０番３号
　　　　　　　 鹿屋公証役場　℡ 0994-41-3339

県立吹上高等技術専門校入校生募集

　技術・技能の習得を目的とした入校生を募集します。
■募集科目　金属加工科・機械整備課・自動車工学科
■試験会場　県立吹上高等技術専門校
■試験科目　筆記試験（国語・数学）、面接試験
※日程等詳細については下記までお問い合わせください。
 問い合わせ先　鹿児島県立吹上高等技術専門校
　　　　　　　  ℡ 099-296-2050

オータムジャンボ宝くじ
住みよいまちづくりに使われます！

　「オータムジャンボ宝くじ（新市町村振興宝くじ）」が全
国の宝くじ売り場で発売されます。
　この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対
策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。
■発売日　9月 28 日（月）～ 10 月 16 日（金）
　　　　　売り切れ次第販売終了
■抽選日　10 月 23 日（金）
※この宝くじは通信販売で買うこともできます。
※昨年のオータムジャンボ宝くじ（第 547 回全国自治宝く
じ）の時効（10 月 26 日（月））が迫っています。再度当選
番号の確認をお願いします。

市報しぶしでは有料広告を募集しています。問い合わせは市役所総務課（℡
474-1111 内線 214）までお願いします。
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しぶし情報講座（生涯学習かごしま県民大学）

　パソコン初心者を対象とした講座です。簡単なデジタル
作品の制作を行い、パソコンの活用について学びます。
　県内に在住する一般成人でパソコンの初心者なら、どな
たでも受講できます。なお、募集定員は 15 名です。
■場所　志布志高校ＣＡＬＬ教室
■日程及び内容（時間は 18 時から 20 時です）
　11 月 2日	 開講式・パソコンの基本操作
　11 月10日	 文字入力・ファイルやフォルダの操作
　11 月13日	 インターネットの利用
　11 月17日	 パソコンによるお絵かき
　11 月20日	 デジカメ写真の活用①（フォトレタッチ）
　11 月26日	 デジカメ写真の活用②（フォトスライドの作成）
　11 月30日	 ワード文書①（基本編）
　12 月 4日	 ワード文書②（案内文書）
　12 月 7日	 宛名印刷とワード文書③（年賀状・クリスマス）
　12 月11日	 名刺やラベルの作成・閉講式
※期日・時間・内容は都合により変更になることもあります。
■申し込み方法
　往復はがきに必要事項を記入して、下記まで郵送してく
ださい。（10 月 9日（金）必着）
●往信用はがき　「しぶし情報講座希望」と記入し、氏名・
　　　　　　　　年齢・性別・住所電話番号を明記。
●復信用はがき　宛名を記入
 申し込み・問い合わせ先
　〒 899-7104　志布志市志布志町安楽 178
　志布志高校　県民大学講座係　℡ 472-0200

第 24 回海岸愛護写真コンクール

■テーマ　美しく安全で、いきいきした海岸を目指して
　　　　　（日本の海岸に関するもの）
■サイズ等　六つ切（203×254mm）～四つ切り（254×305mm）
　　　　　　（カラー、モノクロ可、スライドは不可）
■締切　11 月 13 日（金）　当日消印有効
■賞　国土交通大臣賞　　　1人（賞状・賞金・クラッセW）
　　　全国海岸協会会長賞　1人（賞状・賞金・クラッセＳ）
　　　特選　5人・入選 20 人（賞状・商品・記念品）
 申し込み・問い合わせ先　社団法人　全国海岸協会
　〒 105-0003　東京都港区西新橋 2-8-17　平家ビル 4 階
　　　　　　  　℡ 03-3595-6633　Fax 03-3595-6634
　　　　　　　  URL=http://www.kaigan.or.jp
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サンポートしぶしアピア 14 周年祭記念！！

　アピアは今回オープン 14 周年を記念しまして、お客様
の幸せと地域に貢献できるまちづくりを目指して、乳がん
検診を下記のとおり企画しました。
　乳がんの早期発見・早期治療のためにも多くの皆様の検
診をお願いします。
■日時　● 1日目　10 月 10 日（土）
　　　　● 2日目　10 月 11 日（日）
　　　　● 3日目　10 月 12 日（月）
　　　　●午前の部　  9:30 ～ 12:30（３時間）
　　　　●午後の部　13:30 ～ 16:30（３時間）
■受診者数　各日　70 名程
■場　　所　サンポートしぶしアピア駐車場にて
■検診料（アピア協賛による検診料になります）
　①マンモグラフィー検診料　　５２００円
　②超音波検診料　　　　　　　５０００円
　①＋②＝併用検診料　　　　１００００円
■協力　特別医療法人　博愛会　健診事業部
 申し込み・問い合わせ先
　さがらパース通りクリニック　健診事業部　検診車事業課
　　　　　　　　　　　　　　℡ 099-224-1821
　申し込み期間 9 月 19 日（土）迄
　受付時間：月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:00
　　　　　　土曜日　　　　 9:00 ～ 12:00

障害者の態様に応じた委託訓練を実施します。

　鹿児島障害者職業能力開発校では、障害者の方々に就職
に際して役立つ技能を習得していただくため、平成 21 年
度において次の要領により訓練生を募集しています。
■ＯＡ事務科
　対象者　　身体障害者
　訓練場所　鹿屋ビジネス専門学校（鹿屋体育大学前）
　訓練内容　パソコンソフトの利用（ワード・エクセル等）
　訓練期間　12 月 10 日～ 3月 9日まで
■介護福祉科
　対象者　　知的障害者
　訓練場所　労協センターゆらおう（鹿屋市新生町）
　訓練内容　ホームヘルパー２級課程
　訓練期間　12 月 10 日～ 3月 9日まで
　両科目ともに受講料は無料、失業給付金延長措置や訓練
助成金を支給される場合があります。また、手帳をお持ち
でない方や各対象の障害以外でご希望の方もご相談に応じ
ます。なお募集期間は10月1日から10月31日までとなっ
ています。
 問い合わせ先
　ハローワーク鹿屋　　　　　　℡ 0994-42-4135
　ハローワーク大隅　　　　　　℡ 099-482-1265
　鹿児島障害者職業能力開発校　℡ 0996-44-2206

市役所本庁舎に売店ができました。切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。

９月

 10月

13日 山口内科（内科） ℡473-1188
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
20日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科）℡471-6611
21日 井手小児科（小児科） ℡473-3211 
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
22日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  山口内科（内科） ℡473-1188
23日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
27日 大山病院（内科） ℡472-1400
  石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
４日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
11日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
12日 大山病院（内科） ℡472-1400
  陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
18日 びろうの樹整形外科（整形外科、内科）℡471-6611
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000

９月・10月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

９月

10月

■松山地区　
９ 月	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
10 月	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
■志布志地区
９ 月８日～９月 14 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
９ 月 15 日～ ９ 月 21 日	 山本組	 ℡ 472-1101
９ 月 22 日～ ９ 月 28 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
９ 月 29 日～ 10 月 ５ 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
10 月 ６ 日～ 10 月 12 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
10 月 13 日～ 10 月 19 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
10 月 20 日～ 10 月 26 日	 山本組	 ℡ 472-1101
■有明地区
９ 月 13 日～ ９ 月 20 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
９ 月 21 日	 	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
９ 月 22 日	 	 郡山工業	 ℡ 475-0008
９ 月 23 日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113
９ 月 24 日～ ９ 月 26 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
９ 月 27 日～ 10 月 ３ 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
10 月 ４ 日～ 10 月 10 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
10 月 11 日～ 10 月 17 日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
10 月 18 日～ 10 月 24 日	 西江建設	 ℡ 474-2113

水道修繕当番店



志布志市くらしのカレンダー

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）※4
育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

289/13

掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）14
特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:00受付）※1

29

3015 法律相談（13:00～15:00 志布志支所5階会議室要予約）※2
心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター）※4
特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:00受付）※1

16 女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:00受付）※1
母子康手帳交付（13：30～16：30 本庁保健課窓口）
三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

17 特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:00受付）※1
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

18

心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）※4

法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室 要予約）※3
心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付）※1

女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
第10回創年市民大学「橋之口みゆき」（22㌻参照）

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子康手帳交付（13:30～16:30本庁保健課窓口）

ポリオ予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）

(月)

(火)

掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）

体育の日

特定健診、がん検診（松山地区）（7:30～9:00受付）※1

19
松竹特別公演「恋桜」（やっちくふれあいセンター 22㌻参照）

20

21
敬老の日

22
国民の休日

23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

秋分の日

24 心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）※4

25

26
健康づくり宮田山ハイキング（7:30受付 松山中学校）

27

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※2 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※3 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課行政係　　　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。
※4 消費生活相談も同時に行います。

日曜当番医は39ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(月)

(水)

(木)

10/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

ポリオ予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）(火)
13
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℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
● 10 月号は 10 月 9日に発行予定です。
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。
▼
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と
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定
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